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ら
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鎌
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岩
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献
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巻
次
別
一
盛

一
「
岩
蔵
寺
蔵
大
般
若
経
の
内
容
に
つ
い
て

岩
蔵
寺
は
、
佐
賀
県
小
城
郡
小
城
町
岩
倉
に
あ
る
天
台
宗
の
古
刹
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
に
、
宋
版
の
大
般
若
経
が
五
百
六
十
七
帖
、
和
版
及
び

補
写
の
大
般
若
経
が
二
十
五
帖
、
他
に
表
紙
の
み
の
も
の
数
点
が
密
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
般
若
経
六
百
巻
の
殆
ど
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
約
九

十
五
パ
ー
セ
．
ン
ト
が
東
販
で
占
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
宋
版
の
大
般
若
経
の
う
ち
、
四
百
九
帖
に
は
そ
の
表
紙
や
巻
末
白
紙
部
分
等
に
、
鎌
倉
時
代
の
角
筆
の
文
字
や
図
絵
が
書
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
′
そ
の
分
量
か
ら
見
て
も
内
容
か
ら
見
て
も
、
今
日
ま
で
に
発
見
せ
ら
れ
た
角
筆
文
献
に
は
他
に
類
を
見
な
い
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
る
。

太
般
若
経
に
塾
入
れ
ら
れ
七
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て

五
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今
般
、
文
化
庁
の
山
本
信
書
氏
の
御
高
配
に
基
き
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
の
彿
坂
勝
男
氏
の
御
世
話
を
得
て
、
岩
蔵
寺
に
お
い
て
同
寺
住
職
堤

順
栄
師
の
御
芳
情
に
よ
勺
、
鈴
木
恵
・
松
本
光
隆
両
君
の
助
力
を
得
て
、
こ
の
大
般
若
経
の
全
巻
を
「
応
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
小
稿
は
そ

の
調
査
報
告
で
あ
る
。

）

一
宋
版
大
般
若
経

．・し

（
1
）

宋
版
は
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
百
に
至
る
う
ち
、
計
五
百
六
十
七
帖
を
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
巻
次
別
這
鬼
は
、
附
録
と
し
て
掲
げ
た
通
り
で

（2）

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
次
の
三
十
九
帖
に
は
、
後
掲
の
刊
記
が
あ
る
。

巻
第
二
十
九
、
巻
第
四
十
二
、
巻
第
百
三
十
二
、
巻
第
百
五
十
六
、
巻
第
百
五
十
九
、
巻
第
百
七
十
七
、
巻
第
百
八
十
一
、
巻
第
百
九
十
二
、

巻
第
二
百
八
、
巻
第
二
百
三
十
九
、
巻
第
二
百
四
十
三
、
巻
第
二
百
五
十
六
、
巻
第
二
百
九
十
六
、
巻
第
三
百
、
巻
第
三
百
九
、
巻
第
三
百
十

四
、
巻
第
三
百
二
十
三
、
巻
第
三
百
二
十
四
、
巻
第
三
百
三
十
、
巻
第
三
百
三
十
六
、
巻
第
三
百
四
十
二
、
巻
第
三
百
五
十
二
、
巻
第
三
百
六

十
四
、
巻
第
三
百
八
十
二
、
巻
第
三
百
九
十
九
、
巻
第
四
百
二
十
、
巻
第
四
百
二
十
七
、
巻
第
四
百
三
十
四
、
巻
第
四
百
四
十
三
、
巻
第
四
百

六
十
二
、
巻
第
四
百
七
十
六
、
巻
第
四
百
八
十
一
、
巻
第
四
百
九
十
四
、
巻
第
四
百
九
十
六
、
巻
第
五
百
五
、
巻
第
五
百
二
十
二
、
巻
第
五
百

八
十
、
巻
第
五
百
九
十
、
巻
第
五
百
九
十
九

こ
の
三
十
九
帖
の
刊
記
は
刻
版
が
全
く
同
一
で
あ
る
。
今
、
巻
算
四
十
二
の
巻
末
に
あ
る
刊
記
の
全
文
を
掲
げ
る
。

大
宋
国
両
新
路
湖
州
帰
安
麻
塑
苧
郷
恩
渓
居
住
左
武
大
夫
密
州
観

察
使
致
仕
王
永
従
同
妻
恭
人
巌
氏
弟
忠
瑚
郎
永
錫
妻
顧
氏

姪
武
功
郎
沖
允
妻
ト
氏
従
義
郎
沖
彦
妻
陳
氏
男
迫
功
郎
沖
元

妻
莫
氏
保
義
郎
沖
和
衷
呂
氏
輿
家
巻
等
恭
馬
祝
延

今
上
皇
帝
聖
賂
萬
歳
利
楽
法
界
一
切
有
情
謹
発
誠
心

指
捨
家
財
開
銀
大
蔵
経
板
惣
伍
伯
伍
拾
申
永
遠
印
造



流
通
紹
興
二
年
四
月
　
日
謹
題

離
経
作
頭
李
孜
　
季
敏
印
経
作
頭
　
金
紹

掌
経
沙
門
覚
口

対
経
沙
門
仲
謙
　
行
堅
　
幹
離
経
沙
門
　
法
岨

対
経
慈
覚
大
師
静
仁
慧
寛
大
師
道
融
賜
紫
修
敏

都
対
語
湖
州
覚
悟
教
院
住
持
伝
天
台
祖
教
真
悟
大
師

勧
縁
平
江
府
大
慈
院
住
持
管
内
掌
法
伝
天
台
教
説
法
大
師

勧
縁
住
持
円
覚
禅
院
伝
法
沙
門

開
版
の
年
号
、
紹
興
二
年
（
二
三
二
）
は
南
宋
の
初
期
、
高
宗
の
即
位
六
年
に
当
り
、
本
邦
で
は
院
政
期
の
長
承
元
年
に
相
当
す
る
。
又
、
刊

記
第
一
行
の
「
息
渓
居
住
」
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
思
渓
版
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
思
渓
版
に
、
園
覚
禅
院
版
紹
興
二
年
本

（3）

と
法
宝
資
福
禅
寺
版
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
は
夙
に
小
野
玄
妙
氏
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。
岩
蔵
寺
の
大
般
若
経
は
前
者
に
属
す
る
。
前
者
の
恩

（4）

渓
版
で
本
邦
に
伝
存
し
て
い
る
も
の
に
南
禅
寺
蔵
の
零
本
が
あ
る
こ
と
を
、
小
野
玄
妙
氏
は
「
中
観
所
縁
録
論
」
で
示
さ
れ
、
辻
森
要
條
氏
は

（5）

「
長
阿
含
経
巻
第
二
十
二
」
で
示
さ
れ
た
。
こ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
鏡
山
猛
氏
は
、
三
本
の
字
句
に
少
異
が
あ
り
、
岩
蔵
寺
の
宋
版
披
文
が

（6）

南
禅
寺
B
版
よ
り
後
出
の
も
の
と
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
岩
蔵
寺
の
宋
版
は
、
現
存
量
の
多
い
こ
と
に
お
い
て
恩
渓
囲
覚
禅
院
版
の
中
で
も

特
に
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

岩
蔵
寺
蔵
の
宋
版
大
般
若
経
は
、
各
巻
と
も
」
折
本
装
で
、
天
地
三
〇
・
六
糎
、
幅
二
・
四
糎
で
あ
る
。
天
地
に
各
一
本
ず
つ
の
横
墨
線
が

あ
り
、
そ
の
間
が
二
四
・
五
糎
あ
る
。
各
面
は
六
行
十
七
字
詰
で
あ
り
、
六
面
を
以
て
一
紙
と
し
て
い
る
。
版
心
記
は
、
巻
第
一
に
例
を
と
る

と
、
「
天
一
巻
　
四
　
厳
申
」
と
あ
る
。
「
天
」
は
千
字
文
の
首
字
、
「
一
巻
」
は
「
大
般
若
経
第
一
巻
」
の
意
、
「
四
」
は
そ
の
中
の
第
四
紙
の

意
、
「
厳
申
」
は
刻
工
名
で
あ
る
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て

七
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表
輝
は
ク
リ
ー
ム
色
の
厚
手
の
紙
で
、
手
沢
で
汚
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
は
、
こ
の
書
が
大
般
若
経
の
転
読
や
読
頭
に
実
際
に
履
く
供
せ
ら

れ
て
来
た
こ
r
と
を
語
っ
て
い
l
る
。
鎌
倉
時
代
に
本
邦
に
伝
来
し
た
各
種
の
宋
版
大
蔵
経
の
う
ち
、
そ
の
表
紙
は
、
概
し
て
北
宋
版
の
福
州
本
が
紺

峡
紺
表
紙
で
あ
り
、
南
宋
版
の
湖
州
本
等
が
黄
峡
黄
表
紙
で
あ
り
、
東
宝
記
に
も
こ
の
事
情
を
語
る
記
事
が
あ
る
こ
と
を
小
野
玄
妙
氏
が
言
及
せ

（7）

ら
れ
た
が
、
岩
蔵
寺
蔵
本
も
同
じ
黄
表
紙
と
し
て
囲
覚
禅
院
本
の
体
裁
に
通
う
も
の
で
あ
る
。

表
紙
に
は
、
．
外
題
を
「
大
般
若
経
巻
第
」
と
版
刷
り
し
そ
の
下
に
「
二
白
八
　
盈
」
な
ど
と
各
巻
数
と
千
字
文
と
を
墨
書
し
た
符
箋
を
貼
附
し

て
．
い
る
良
但
し
、
こ
の
符
箋
が
剥
れ
た
り
、
散
伏
し
た
た
め
に
墨
書
で
直
接
に
表
紙
に
書
き
込
ん
だ
り
し
た
も
の
も
あ
る
。
幌
は
現
存
し
な
い
。

各
帖
は
、
内
題
・
尾
題
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
刻
し
、

（
内
題
）
大
般
若
披
羅
蜜
多
経
巻
第
五
十
一
　
首

▼
三
蔵
法
師
玄
其
奉
　
詔
詳

（
尾
題
）
大
般
若
披
羅
密
多
経
巻
第
五
十
一
宙

尾
題
の
後
に
「
繹
音
」
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
巻
雲
十
一
．
で
例
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

鎧
翳
接
讐
薩
票
灯
援
帽
髄
質

こ
の
あ
と
龍
、
刊
記
を
刻
す
る
も
の
が
三
十
九
帖
l
ぁ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

訓
点
は
、
巻
第
一
の
一
部
分
に
だ
け
、
朱
筆
の
仮
名
と
返
点
、
お
よ
び
稀
に
白
点
の
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
加
筆
と
見

ら
れ
る
。

以
上
の
内
容
の
諸
巻
が
、
和
版
・
補
写
本
と
共
に
、
蓋
付
の
木
箱
の
経
植
三
箱
の
中
に
分
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。

ヽ
l
ノ二
　
和
版
大
般
若
経
（
補
充
巻
）

．
（和
版
は
、
巻
第
四
百
五
十
二
か
ら
巻
第
四
百
五
十
九
ま
で
の
八
帖
と
、
巻
第
五
百
五
十
二
巻
第
五
百
五
十
二
の
二
帖
の
計
十
帖
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
宋
版
の
欠
け
て
い
る
巻
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
欠
巻
部
分
を
補
充
す
る
意
図
で
和
版
を
以
て
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
第
四
百



五
十
二
、
四
百
五
十
五
、
四
百
五
十
七
は
尾
欠
で
、
巻
第
四
百
五
十
三
、
四
百
五
十
九
は
断
簡
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
第
五
百
五
十
一
は
後
半
が
宋

版
（
残
簡
）
の
裏
を
利
用
し
て
軍
氷
七
年
に
補
写
し
そ
の
前
部
三
分
の
一
彿
和
版
で
あ
る
。

和
版
も
折
本
装
で
、
天
地
三
三
・
〇
糎
、
幅
二
・
〇
糎
で
あ
薫
界
線
は
な
く
、
字
高
二
〇
・
〇
糎
で
、
各
面
は
六
行
十
七
字
詰
で
あ
る
。

版
心
記
は
巻
欝
四
百
五
十
二
の
例
の
よ
う
に
「
五
首
内
　
六
欧
　
」
巻
±
」
と
あ
る
も
の
と
、
巻
第
五
百
五
十
一
の
よ
う
に
「
六
百
　
六
一

十
」
と
数
字
だ
け
を
並
べ
七
も
の
が
あ
る
。

巻
第
四
百
五
十
二
の
尾
題
に
は
（
現
状
は
表
紙
が
「
五
層
五
十
二
」
と
あ
る
）
、

大
般
若
披
羅
蜜
多
経
巻
第
四
百
五
十
二
阿
閣
梨
賓
尊

と
刻
さ
れ
て
い
る
。
「
阿
閣
梨
黄
尊
」
は
発
願
者
の
名
で
あ
る
。

こ
の
版
が
、
東
福
寺
版
の
「
昔
応
安
甲
寅
仲
秋
日
」
と
あ
る
も
の
と
同
版
で
あ
る
ヱ
と
、
他
も
同
版
の
も
の
が
多
く
、
異
版
も
あ
る
が
南
北
朝

（8）

項
の
開
版
が
多
い
こ
と
を
鏡
山
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

モ
ウ

訓
点
は
殆
ど
な
い
が
、
巻
第
四
百
五
十
八
の
車
に
、
「
是
乗
望
所
識
」
の
「
モ
ウ
」
の
よ
う
な
墨
仮
名
（
江
戸
時
代
初
期
）
が
あ
る
。

）
三
　
補
等
大
般
若
経

（補
写
は
、
巻
第
百
二
巻
第
百
三
十
五
、
巻
帯
百
六
十
一
、
巻
第
百
六
十
二
、
巻
第
四
百
二
十
六
と
、
巻
第
五
百
六
か
ら
五
百
九
ま
で
の
四

巻
、
及
び
巻
等
五
百
五
十
一
、
巻
席
五
百
五
十
七
の
十
一
巻
が
あ
り
、
他
に
巻
次
未
詳
の
巻
、
約
四
帖
分
が
あ
る
。
尚
、
巻
第
百
十
一
は
宋
版
で

あ
る
が
途
中
に
五
折
半
は
ど
釘
描
写
が
あ
り
、
巻
第
五
百
五
十
一
、
五
百
五
十
二
は
、
和
版
に
そ
れ
ぞ
れ
補
写
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
宋
版
の
欠
け

て
い
る
巻
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
欠
巻
部
分
を
補
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
巻
第
五
百
八
の
奥
書
に
は
、

八
巻
下
四
百
八
十
八
下
字
数
七
千
七
百
九
十
二
字
也

麦
藤
原
宗
桂
居
士
再
興
之

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て

九
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長
七
年
聖
ハ
月
吉
日
成
就
之
筆
者
禅
瑞

と
あ
り
、
巻
第
五
百
五
十
一
の
補
写
部
分
の
奥
書
に
、

定
寛
永
七
厘
自
大
賓
於
二
徳
院
書
之

と
あ
る
。
補
写
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期
で
あ
り
、
後
者
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
二
徳
院
に
宋
版
が
移
っ
た
時
点
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
着
蔵
寺
蔵
大
般
若
経
の
伝
来

岩
蔵
寺
蔵
大
般
若
経
の
伝
来
を
知
る
資
料
と
し
て
、
先
ず
こ
の
大
般
若
経
自
体
に
墨
書
さ
れ
た
文
字
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
右
の
補
写
奥
書

に
あ
る
「
二
徳
院
」
で
あ
る
。
こ
の
二
徳
院
の
墨
書
は
、
巻
第
一
の
巻
首
の
上
欄
に
も
「
肥
前
国
佐
賀
郡
大
財
村
鶴
嶺
山
二
徳
院
常
住
」
、
巻
第

五
百
九
十
一
の
巻
首
の
上
欄
に
も
、
「
佐
賀
郡
大
財
村
鶴
嶺
山
二
徳
院
什
物
」
と
あ
り
、
他
に
も
、
巻
第
十
一
、
二
十
一
、
三
十
一
、
四
十
一
、

五
十
「
㌢
等
、
十
巻
毎
の
幌
頭
に
当
る
巻
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
徳
院
の
由
来
は
、
巻
第
九
十
二
、
百
九
十
一
、
二
百
九
十
八
、
五
百
三
十
一
の
四
巻
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
次
の
記
事
で

知
ら
れ
る
　
（
巻
第
九
十
二
に
よ
る
。
他
も
同
文
）
。

大
富
院
大
般
若
経
曽
我
十
郎
助
成
同
五
郎
時
宗
之
家
僕
南
江
園
三
郎
同
（
弟
）
鬼
王
／
為
亡
君
従
宋
朝
請
来
而
富
国
小
城
県
寄
附
岩
蔵
寺
為
亡

君
菩
提
ほ
慶
長
年
／
中
富
院
開
基
園
藤
兵
衛
法
名
用
山
二
徳
居
士
掲
白
銀
一
貫
目
八
木
一
百
俵
従
岩
蔵
寺
／
請
来
寄
附
嘗
院
専
祈
軍
学
一
世
功

徳
也
其
後
岩
蔵
寺
先
僅
某
甲
法
印
者
二
徳
居
士
／
之
孫
告
知
閑
者
云
二
徳
院
之
般
若
元
是
出
干
富
山
頗
今
欲
以
和
朝
新
板
般
若
一
部
並
田
地
／

一
町
頗
之
得
哉
閑
云
願
今
添
以
白
金
十
貫
目
者
送
之
還
干
山
也
於
此
法
印
志
願
亦
唐
／
止
央
享
保
始
雷
院
住
僧
某
甲
者
質
此
経
借
八
木
十
俵
清

田
産
之
不
足
也
囁
賓
売
／
三
賓
之
一
重
罪
従
何
是
太
哉
山
僧
住
院
目
深
痛
之
托
鉢
於
諸
方
之
門
戸
以
八
木
一
十
飴
／
俵
墳
此
経
再
為
富
山
第
一

之
質
物
也
後
五
百
歳
誓
復
堆
／
及
哀
感
以
此
経
責
輿
地
峡
／
三
宮
之
一
則
其
時
住
侶
者
非
備
子
非
沙
門
破
法
罪
之
因
招
五
無
間
業
必
臭
仇
記
之

音
享
保
第
十
七
王
子
天
四
月
債
生
日



肥
前
州
佐
賀
郡
大
財
村
鶴
嶺
山
二
徳
禅
院
現
住
嗣
祖
沙
門
慧
密
誌
之
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二
徳
院
は
今
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
所
在
の
大
財
村
は
現
在
佐
賀
市
大
財
町
に
そ
の
名
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
由
で
あ
る
。
こ
の
大

般
若
経
が
岩
蔵
寺
か
ら
出
て
、
慶
長
年
中
創
立
の
二
徳
院
に
入
り
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
ま
で
は
そ
こ
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

岩
蔵
寺
に
返
却
さ
れ
た
の
は
、
当
寺
七
十
七
世
の
尊
舜
の
力
で
あ
る
こ
と
が
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
．
書
写
さ
れ
た
「
宋
本
大
般
若
経
記
」
一

巻
の
記
事
で
判
明
す
る
。
左
に
本
文
六
十
二
行
か
ら
八
十
四
行
に
至
る
巻
尾
の
文
章
を
掲
げ
る
。

富
是
時
／
小
城
賀
州
賢
侯
徳
事
上
下
学
貫
内
外
泡
／
建
校
樹
以
励
文
武
保
澄
邑
里
而
馳
黎
庶
／
継
絶
興
替
百
麿
皆
挙
舜
師
乃
捧
募
縁
詣
／
廷
陳

訴
宿
志
／
貿
侯
及
萱
堂
浄
明
院
主
嘉
其
不
忘
本
之
衷
駅
捨
／
浄
資
助
其
力
不
幾
得
銀
若
干
錠
及
京
板
／
般
若
一
部
閻
致
款
曲
於
二
徳
見
住
某
師

／
其
師
感
戴
舜
師
赤
心
轍
許
其
請
於
是
大
／
品
真
典
再
蔵
岩
蔵
几
歴
二
百
許
年
乃
復
／
書
庫
云
夫
曽
我
昆
弟
孝
子
也
寅
子
烈
女
／
也
鬼
王
兄
弟

忠
臣
也
而
凧
刀
輿
所
手
写
／
経
不
可
復
得
唯
此
般
若
一
部
歴
七
百
飴
／
霜
庵
然
猪
存
者
豊
可
不
珍
而
重
之
哉
況
／
三
蔵
聖
教
而
本
朝
七
部
之
一

乎
巽
其
将
／
来
任
侶
深
膿
舜
師
老
婆
心
謹
秘
諸
庫
蔵
／
勿
敢
失
墜
長
輿
山
岩
而
無
朽
也
余
夙
辱
／
舜
師
方
外
之
交
故
請
余
記
其
概
略
以
副
／
本

経
如
此
天
明
丙
午
季
秋
下
浣
之
口

前
肥
佐
嘉
後
撃
鶴
山
石
有
仲
尊
撰

東
都
　
龍
洲
　
三
井
親
孝
拝
書
（
先
方
印
二
項
）

こ
の
文
章
は
、
右
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
天
明
六
年
に
石
有
仲
車
が
尊
舜
の
依
頼
に
よ
り
、
大
般
若
経
が
岩
蔵
寺
に
再
蔵
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た

事
情
を
諾
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
巻
子
本
で
、
布
地
表
紙
、
金
地
見
返
に
、
本
文
は
鳥
子
紙
に
金
泥
罫
を
引
き
、
本
文
仝
八
十
四
行
を
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
外
題
に
「
宋
本
大
般
若
経
記
」
、
内
題
に
は
「
大
品
大
般
若
経
復
原
岩
蔵
記
」
と
あ
り
、
岩
蔵
寺
に
現
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
岩
蔵
寺
蔵
の
「
雲
海
山
浄
土
院
来
由
記
」
（
寛
政
十
年
、
小
城
藩
に
提
出
し
た
寺
の
由
緒
書
の
控
）
に
「
又
此
大
般
若
経
故
ア
ツ
テ
佐
賀
龍
泰
寺

末
二
徳
院
ノ
暫
什
物
ト
ナ
ル
所
こ
、
小
城
加
賀
守
通
愈
公
当
寺
七
十
七
世
尊
舜
代
又
当
寺
二
御
寄
附
也
　
委
細
別
記
巻
軸
有
之
」
と
あ
る
。
別
記

巻
軸
と
は
、
右
の
「
宋
本
大
般
若
経
記
」
に
当
る
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
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以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
山
外
に
は
出
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

室
町
時
代
以
前
に
お
け
る
伝
来
に
つ
い
て
は
、
「
宋
本
大
般
若
経
記
」
．
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

H
延
暦
年
間
に
叡
山
西
谷
の
聖
命
上
人
が
桓
武
帝
の
勅
を
奉
じ
l
て
、
小
城
郡
高
隈
邑
に
雲
海
山
岩
蔵
寺
を
創
建
し
た
。

一
二

⇔
建
久
年
間
に
葉
上
僧
正
が
後
鳥
羽
帝
の
勅
を
奉
じ
て
中
興
し
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
則
っ
て
、
岩
蔵
を
東
塔
と
し
、
花
園
（
松
尾
山
光
勝
寺
）
を
西

塔
に
准
じ
、
清
水
を
横
川
に
比
し
た
。

臼
曽
我
兄
弟
の
弟
の
妾
子
と
そ
の
僕
従
の
南
江
鬼
王
・
同
弟
圏
三
郎
と
が
岩
蔵
に
詣
り
如
法
経
会
に
参
会
し
、
主
君
の
菩
提
を
弔
っ
た
。

餉
宋
印
行
の
大
品
般
若
経
を
掘
河
帝
が
七
部
購
入
せ
ら
れ
、
名
刹
七
寺
（
阿
蘇
．
・
高
良
・
函
崎
・
比
叡
山
・
法
隆
寺
・
天
王
寺
・
薬
師
寺
）
に
配
せ
ら
れ

た
。そ
の
．
一
本
が
肥
後
国
阿
蘇
に
あ
っ
た
が
、
鬼
王
兄
弟
が
こ
れ
を
岩
蔵
寺
に
納
め
た
。

㈲
室
町
時
代
に
は
兵
火
に
罷
っ
て
、
多
く
の
院
字
、
塔
な
ど
を
失
つ
た
が
、
慶
長
年
中
に
二
徳
院
に
買
取
ら
れ
る
ま
で
、
こ
の
大
品
大
般
若
経
は

岩
蔵
寺
に
存
し
た
。

右
の
う
ち
、
曽
我
兄
弟
の
郎
党
両
名
等
の
伝
承
は
、
こ
れ
を
証
す
る
材
料
が
得
ら
れ
な
い
。

（n）

宋
版
の
う
ち
恩
渓
園
覚
禅
院
本
が
、
鎌
倉
初
期
に
は
本
邦
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
は
、
高
山
寺
旧
蔵
の
唐
本
一
切
経
目
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
と
の
目
録
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
由
で
あ
る
。

本
記
云
／
寛
菩
二
年
（
一
二
三
〇
）
庚
寅
八
月
三
日
於
西
山
高
山
寺
阿
弥
陀
堂
校
勘
唐
木
目
録
悉
注
之
畢
重
可
合
点
央

宋
朝
邸
峯
城
居
書
生
周
徳
栄
於
日
本
国
高
山
寺
閑
伽
井
坊
重
述
此
目
録

歳
時
仁
治
土
年
二
二
四
一
）
辛
丑
正
月
二
十
七
日
善
写
畢

私
云
／
寛
嬰
一
年
（
一
二
四
四
）
甲
辰
十
一
月
二
十
九
日
善
写
之
託
申
請
野
口
房
順
性
房
本
書
所
写
留
之
也

本
記
端
云
／
一
切
経
転
読
い
天
福
元
年
（
一
二
三
三
二
ハ
月
八
日
於
高
山
寺
唐
本
一
切
経
蔵
始
之
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慣
性
房
は
明
恵
上
人
の
弟
子
高
信
で
あ
る
。
．
こ
れ
に
よ
る
と
寛
聾
二
年
八
月
三
日
に
高
山
寺
西
経
蔵
の
北
宋
本
一
切
経
に
つ
き
、
之
を
湖
州
本

（
恩
渓
園
党
禅
院
本
）
と
対
勘
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

岩
蔵
寺
蔵
の
恩
渓
版
大
般
若
経
が
鎌
倉
時
代
に
伝
来
せ
ら
れ
た
も
の
一
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
書
証
が
得
難
か
っ
た
が
、
こ
の
経
巻
の
表
紙
や
巻

末
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
文
字
に
よ
っ
て
、
文
永
十
年
二
二
七
三
）
に
は
伝
来
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
し
か
も
同
じ
く
書
入
れ
ら

れ
た
寺
社
名
・
し
僧
名
等
に
よ
っ
て
、
佐
賀
県
の
こ
の
岩
蔵
寺
の
近
辺
で
、
大
般
若
経
の
転
読
・
読
講
に
活
用
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。

三
、
．
宋
版
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
文
字
等

岩
蔵
寺
に
現
蔵
せ
ら
れ
る
宋
版
大
般
若
経
五
百
六
十
七
脂
の
う
ち
、
四
百
九
帖
に
は
、
そ
の
前
後
の
表
紙
や
巻
末
の
白
紙
部
分
等
に
、
鎌
倉
時

代
の
角
筆
の
文
字
や
図
絵
な
ど
多
種
多
様
の
も
の
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
筆
跡
も
一
筆
で
は
な
く
種
々
で
あ
り
、
角
筆
で
書
か
れ
た
凹
み
も
、

太
い
も
の
細
い
も
の
や
深
浅
が
あ
る
が
、
角
筆
の
文
字
で
書
か
れ
た
年
紀
が
、
鎌
倉
中
期
の
文
永
十
年
（
二
一
七
三
）
を
始
め
と
し
て
、
鎌
倉
時

代
が
終
る
元
徳
三
年
（
二
二
三
一
）
に
至
る
諸
年
号
が
あ
り
、
1
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
角
筆
の
書
入
れ
は
汁

鎌
倉
時
代
の
中
期
末
か
ら
後
期
末
に
至
る
五
、
六
十
年
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
方
、
欠
巻
部
分
に
補
充
さ
れ
た
和
版

に
は
角
筆
の
書
入
れ
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
切
和
版
の
東
福
寺
版
は
、
南
北
朝
時
代
の
応
安
甲
寅
年
（
∵
三
七
四
）
の
刊
記
が
あ
る
か
ら
、
こ

（13）

の
南
北
朝
時
代
よ
り
前
に
角
筆
が
書
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
角
筆
の
文
字
や
図
絵
に
つ
い
て
述
べ
る
。

↑
　
角
筆
の
年
紀
に
つ
い
て

宋
版
大
般
若
経
巻
第
二
層
十
二
に
は
、
そ
の
巻
末
の
尾
題
、
「
大
般
若
披
擢
蜜
多
経
巻
第
二
百
一
十
二
／
第
二
百
一
十
二
不
出
字
」
（
墨
版
面
）
に

続
く
白
紙
部
分
に
∵
角
筆
で
次
の
奥
害
が
奮
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
尭
鎌
愴
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
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（
角
筆
）
「
元
亨
元
年
八
月
廿
九
日
番
了
加
賀
房
尊
賢
哲

又
、
巻
欝
二
百
二
十
五
に
も
、
巻
末
の
尾
題
「
大
般
若
披
羅
蜜
多
経
巻
第
二
百
二
十
五
　
冬
」
（
基
版
面
）
に
続
く
白
紙
部
分
に
、
角
筆
を
以
て
、

巻
第
二
百
十
二
の
角
筆
と
同
筆
跡
（
草
体
）
　
で
、

（
角
撃
）
「
明
星
寺
住
人
加
賀
房
尊
賢
之
」

と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
巻
第
四
百
九
十
一
に
は
、
巻
末
尾
題
に
続
き
釈
音
を
「
残
伽
賀
㌍
轡
（
墨
版
面
）
と
印
．
刷
し
た
後
の
白
紙
部

分
に
、
角
筆
に
よ
る
図
絵
が
あ
り
、
す
ぐ
続
い
て
角
筆
を
以
て
次
の
よ
う
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
角
笹
）
「
永
仁
五
年
九
月
一
日
明
星
寺
式
部
房
朝
覚
（
花
押
）
」

巻
第
二
百
十
二
、
二
百
二
十
五
の
「
加
賀
房
尊
賢
」
が
草
書
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
行
書
体
で
あ
り
、
筆
跡
も
異
な
る
。
又
、
こ
れ
に

は
朝
党
自
身
の
花
押
が
角
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
又
、
巻
第
四
百
九
十
二
の
巻
末
尾
題
に
続
く
白
紙
部
分
に
も
、
角
筆
で
、

（
角
撃
）
「
延
慶
二
年
八
月
十
七
日
円
慶
坊
／
正
帰
（
花
押
）
」

と
又
別
筆
の
草
書
体
で
書
か
れ
、
正
帰
自
身
の
花
押
ま
で
角
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

巻
第
四
百
七
十
二
に
は
、
巻
末
尾
題
に
続
く
白
紙
部
分
に
角
筆
の
女
手
（
「
け
」
は
「
遣
」
の
変
体
仮
名
）
　
で
、

（
角
型
「
け
ん
け
ん
」

と
書
き
さ
し
さ
れ
、
同
巻
の
後
表
紙
に
、
角
筆
の
同
筆
で
、

（
角
雅
）
「
け
ん
け
ん
二
年
八
月
十
四
日
」

と
「
乾
元
」
を
仮
名
で
書
い
て
あ
る
。

年
紀
は
、
こ
の
よ
う
に
表
紙
（
後
表
紙
が
多
い
）
に
も
角
筆
で
書
か
れ
る
。
巻
第
二
百
四
十
一
の
後
表
紙
に
は
、

（
角
撃
）
「
應
長
二
年
三
月
十
七
日
僧
禅
与
（
花
押
）

取
申
西
に
ゆ
く
庭
／
願
申
西
」
（
草
書
体
、
「
に
」
は
「
永
」
の
変
体
仮
名
）



と
角
筆
の
又
別
筆
で
書
か
れ
、
禅
与
自
身
の
花
押
も
あ
る
。

以
下
、
角
筆
で
年
紀
が
書
か
れ
た
も
の
を
年
次
順
に
掲
げ
る
（
右
掲
例
は
除
く
）
。

○
巻
第
百
五
十
五
、
一
帖
、
前
表
紙
、
天
地
逆
に
書
入
れ

（
角
班
）
「
文
永
十
年
」

○
巻
算
四
百
七
十
六
、
一
帖
、
前
表
紙
、
天
地
逆
に
書
入
れ

（
角
肇
）
「
建
治
二
年
改
改
幻
改

八
月
七
日
諸
日
」

○
巻
第
五
百
九
十
、
一
帖
、
後
表
紙

（
？
）

（
角
筆
）
「
建
治
二
□
八
月
七
日
僧
（
花
押
）
」

○
巻
欝
四
百
九
十
四
、
一
帖
、
後
表
紙

（
？
）

へ
角
筆
）
「
参
河
房
／
建
治
二
年
／
参
河
人
也

「
ナ
バ
リ
」
　
（
梵
字
）
／
心
党
　
本
具
房
」

○
巻
第
五
百
三
十
一
、
一
帖
、
後
表
紙
、
天
地
逆
に
書
入
れ

（
角
竺
「
建
治
二
年
」
／
（
別
角
撃
）
「
明
円
□
」

○
巻
第
二
百
六
十
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
筆
）
「
弘
安
三
」

○
巻
第
五
百
四
、
一
帖
、
前
表
紙
、
天
地
逆
に
書
入
れ

（
曽
カ
）

（
角
隼
）
「
弘
安
五
年
讃
二
月
二
日
／
林
□
」

○
巻
第
二
百
九
十
三
、
一
帖
、
巻
末
尾
題
の
次

（
角
撃
）
「
弘
安
七
年
八
月
十
三
日
」

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て

一
五



鎌
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○
巻
第
四
官
七
十
九
、
二
帖
、
後
表
紙

（
角
竺
「
乾
元
二
年
「
問
」
（
「
間
」
は
別
筆
価
）
」

○
巻
第
五
百
十
二
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
琶
「
正
和
二
年
九
月
六
日
／
乗
智
房
／
（
図
絵
ア
ユ
／
円
祐
房
」

○
拳
第
八
十
八
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
聾
）
「
正
和
四
年
八
月
廿
二
日
／
大
道
坊
」

（
前
表
紙
、
角
謹
、
別
竺
「
陸
海
」
（
天
地
逆
に
書
入
れ
）

○
巻
第
五
百
十
二
一
帖
、
後
表
紙

（
角
謹
）
「
正
和
五
年
九
月
六
日
／
静
念
二
花
押
）
」
・

〇
億
第
四
十
一
、
一
帖
、
▼
後
表
紙
・

（
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
損
）

（
角
謹
）
「
成
就
／
正
和
五
年
九
月
日
日
」

○
巻
欝
八
十
一
、
一
帖
、
・
後
表
紙

（
て
一
こ

（
角
讐
「
正
和
年
九
月
四
月
」
・

〇
巻
第
四
百
八
十
七
、
二
帖
、
後
表
紙

（
角
肇
）
「
報
身
　
良
円
／
元
徳
二
年
三
月
四
日
」

○
巻
第
三
百
五
十
七
．
、
一
帖
、
前
表
紙

（
舎
カ
）

（
角
竺
「
願
申
　
廠
申
／
願
申
西
に
ゆ
く
虞
／
金
利
／
元
徳
三
年
三
月
／
十
二
日
琳
定
」

そ
の
年
紀
は
、
文
永
十
年
（
一
・
二
七
三
）
、
建
拾
二
年
士
二
七
六
）
、
・
弘
賽
二
年
二
二
八
〇
）
、
同
五
年
、
同
七
年
、
永
仁
五
年
（
三
九
七
）
、
乾

元
二
年
二
二
二
〇
三
）
、
・
延
慶
二
年
・
（
三
上
〇
九
）
∵
応
轟
二
年
（
一
三
一
二
）
、
正
和
二
年
（
一
三
三
一
）
、
同
四
年
、
同
五
年
、
元
亨
元
年
（
二
二
二



一
）
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
、
同
三
年
が
認
め
ら
れ
、
文
永
以
後
の
鎌
倉
時
代
の
諸
年
号
が
拾
わ
れ
る
。
そ
の
月
は
秋
八
月
と
九
月
が
多
く
、

春
二
月
と
三
見
が
次
ぎ
、
春
秋
の
こ
の
月
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
永
十
年
以
降
、
五
、
六
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
春
秋
に
、
大
般
若
経
の

転
読
や
読
講
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
折
々
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
字
句
の
集
積
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
他
に
も
、
単
な
る
「
月
」
又
は
「
日
」
や
季
節
の
み
を
角
筆
で
書
入
れ
た
字
句
も
あ
る
。

二
月
（
巻
聖
、
前
表
紙
）
　
如
月
（
巻
算
四
十
八
、
後
表
紙
）
　
如
月
の
初
（
巻
第
五
十
三
、
後
表
紙
）
　
九
月
（
巻
算
七
十
二
、
後
表
紙
）
　
八
月
九
日

ち
□
（
巻
第
七
十
四
、
後
表
紙
）
　
二
三
月
（
巻
算
七
十
六
、
後
表
紙
）
　
八
月
十
六
日
（
巻
罪
百
五
十
九
、
後
表
紙
）
　
二
月
廿
一
日
同
廿
八
日
（
巻

算
百
七
十
一
、
後
表
紙
）
　
二
月
廿
一
日
（
巻
第
百
七
十
四
、
後
表
紙
）
　
二
月
廿
一
日
廿
一
（
巻
第
百
七
十
五
、
後
表
紙
）
　
八
月
十
一
日
（
巻
第
百
七

十
九
、
後
表
紙
）
　
二
月
十
七
日
（
巻
第
百
八
十
四
、
前
表
紙
）
　
八
月
／
智
性
（
巻
墾
一
百
五
十
五
、
前
表
紙
）
　
文
月
（
巻
第
二
百
六
十
四
、
後
表
紙
）

二
二
こ

二
月
十
八
日
（
巻
第
二
百
七
十
五
、
表
紙
見
返
）
　
正
月
（
巻
第
二
百
八
十
七
、
後
表
紙
）
　
二
月
十
七
日
（
巻
鐸
二
百
九
十
四
、
表
紙
裏
側
）
　
月
二
月
廿

日
（
巻
第
二
膏
九
十
八
、
後
表
紙
）
　
八
月
十
日
（
巻
墾
二
百
三
十
、
後
表
紙
）
　
八
月
／
□
□
挙
（
巻
第
四
百
一
、
前
表
紙
）
　
二
月
十
八
日
（
巻
第
四

百
八
、
後
表
紙
）
　
八
月
廿
六
日
（
巻
第
四
百
二
十
一
、
前
表
紙
、
天
地
逆
に
書
入
れ
）
　
心
覚
房
／
二
月
廿
二
目
是
か
く
（
巻
第
五
百
二
十
八
、
後
表
紙
）

春
（
巻
第
八
十
六
、
前
表
紙
）
　
性
厳
「
心
覚
」
寂
風
春
也
（
巻
第
五
百
三
十
二
、
後
表
紙
）
　
と
し
の
中
春
（
巻
第
四
百
九
十
八
、
後
表
紙
）

こ
れ
ら
も
春
の
二
月
三
月
、
又
は
秋
の
八
月
九
月
に
偏
り
（
例
外
は
「
正
月
」
が
一
例
の
み
）
、
や
は
り
年
紀
の
あ
る
も
の
の
月
と
通
ず
る
上
に
、
筆

跡
も
当
時
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
先
述
の
時
期
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
角
筆
の
毒
社
名
に
つ
い
て

宋
版
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
字
句
に
は
、
寺
院
や
神
社
の
名
を
記
す
も
の
が
あ
る
。
角
筆
の
年
紀
の
項
で
取
上
げ
た
例
の
中
に

「
明
星
寺
」
が
、
巻
第
二
百
二
十
五
に
「
明
星
寺
住
人
加
賀
房
尊
貿
之
」
、
巻
第
四
百
九
十
一
に
「
永
仁
五
年
九
月
一
日
明
星
寺
式
部
房
朝
党
（
花

押
）
」
と
出
て
い
た
。
他
の
巻
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
巻
第
三
十
、
一
帖
、
後
表
紙

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
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（
角
竺
「
明
星
∩
（
破
損
）
　
∪
艮
尊
／
‖
∪
月
十
七
日
」

○
巻
第
二
百
八
十
六
、
一
帖
、
後
表
紙

（
了
，
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

（
角
撃
）
「
明
星
寺
経
仏
［
〓
∪
／
大
智
房
」

○
巻
第
四
百
七
十
七
、
一
帖
、
後
表
紙

（
マ
、
）

（
角
肇
）
「
八
幡
大
菩
薩
／
明
生
寺
」

○
巻
第
五
百
十
七
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
笹
）
「
明
星
寺
幾
道
／
明
星
寺
朗
明
」

○
巻
第
四
百
九
十
七
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
等
）
「
明
星
」

巻
第
四
百
九
十
七
の
例
は
「
明
星
」
だ
け
で
「
寺
」
が
な
い
が
、
同
じ
く
「
明
星
寺
」
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

同
様
に
「
寺
」
が
な
い
が
、
寺
院
を
示
す
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、

○
巻
夢
二
百
三
十
三
、
一
帖
、
前
表
紙

（
角
竺
「
福
満
」

○
巻
第
五
百
六
十
四
、
一
帖

（
前
表
紙
角
笹
）
「
大
般
若
経
巻
第
五
百
四
十
五
也
」
（
羞
）

（
後
表
紙
角
竺
「
（
「
銭
」
の
絵
）
／
福
満
」

の
「
福
溝
」
が
あ
る
。
「
福
満
寺
」
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

又
、
次
の
「
円
明
」
も
、
或
い
は
「
円
明
寺
」
を
指
す
か
も
知
れ
な
い
。

○
巻
第
三
百
五
十
、
一
帖
、
前
表
紙

一
八



（寺）

へ
角
笹
）
「
妙
性
円
明
　
凡
夫
」

又
、
神
社
名
と
し
て
、
「
椿
八
幡
宮
」
が
次
の
よ
う
に
角
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

○
巻
第
五
百
三
十
、
一
帖
、
前
表
紙

（
角
撃
）
「
椿
八
幡
大
音
」

○
巻
第
二
百
二
十
、
一
帖
、
尾
題
に
続
く
白
紙
部
分

（
角
型
「
椿
卸
宮
大
般
若
経
也
」

○
巻
第
百
四
十
八
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
型
「
椿
宮
之
大
般
若
経
也
」
（
荒
）
「
主
祖
貰
」

○
巻
第
三
百
十
六
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
埜
　
（
角
筆
の
絵
図
の
間
に
）
「
椿
」

○
巻
算
三
百
三
十
九
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
笹
）
「
椿
　
椿
□
」

○
巻
第
五
百
十
三
、
一
帖

（
前
表
紙
角
型
「
□
　
椿
」

（
？
）

（
後
表
紙
角
竺
「
大
般
若
経
　
鬼
一
見
之
（
花
押
）
」

尚
、
「
八
幡
大
菩
薩
」
（
巻
欝
百
八
十
一
、
後
表
紙
）
、
「
南
天
八
幡
大
音
」
（
巻
第
二
百
五
十
六
、
後
表
紙
）
も
こ
の
椿
八
幡
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
「
隆
□
大
明
神
」
も
出
て
来
る
。

○
巻
第
五
百
六
十
三
、
一
帖
、
前
表
紙

（
？
）

（
角
笹
）
「
大
明
神
／
隆
推
大
明
神
」

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



鎌
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（
後
表
紙
角
牽
）
「
大
明
神
　
　
斉
朝
」

○
巻
第
五
百
七
十
七
、
一
帖
、
後
表
紙

（
？
）

（
角
空
「
隆
推
大
明
神
□
」

右
の
う
ち
、
巻
第
四
百
七
十
七
に
は
「
八
幡
大
菩
薩
」
（
椿
八
幡
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
）
と
「
明
星
寺
」
と
が
共
に
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
関
係

の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

仁
　
角
筆
の
僧
名
、
僧
房
名
に
つ
い
て

角
筆
で
書
か
れ
た
僧
名
、
僧
房
名
は
総
計
五
十
数
名
が
数
え
ら
れ
る
。
先
ず
、
年
紀
及
び
寺
社
名
の
項
で
掲
げ
た
、
巻
第
二
百
十
二
の
「
元
亨

元
年
八
月
廿
九
日
㌍
了
加
賀
房
尊
賢
轡
、
巻
第
二
百
二
十
五
の
「
明
星
寺
住
人
加
賀
房
尊
貿
之
」
と
あ
る
加
賀
房
尊
異
は
、
明
星
寺
の
住
僧
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
明
星
寺
の
僧
に
は
、
他
に
も
、
寺
社
名
に
掲
げ
た
よ
う
に
、

式
部
房
朝
覚
（
粧
五
年
）
　
良
尊
　
大
智
虜
　
幾
退
　
潮
明

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
う
ち
、
朗
明
は
他
巻
に
も
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。

○
巻
第
四
百
三
十
一
、
一
帖
、
前
表
紙

（
角
竺
「
執
筆
朗
明
苫
也
」
（
荒
）

○
巻
第
五
百
三
十
七
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
竺
「
求
／
朗
明
」

○
巻
第
五
百
七
十
九
、
一
帖
、
後
表
紙

（
角
型
「
隆
源
／
隆
源
朗
明
」

こ
の
よ
う
に
、
同
一
僧
の
名
が
、
何
帖
か
に
わ
た
っ
て
出
て
来
る
も
の
が
あ
る
。

〔
心
覚
〕



頗
申
西
に
ゆ
く
庭
□
／
舎
／
心
党
□
□
∩
（
巻
第
二
百
四
十
六
、
後
表
紙
〉

心
覚
之
（
巻
第
三
育
三
十
三
、
後
表
紙
）

（
？
）

参
河
房
／
参
川
人
也
「
ナ
バ
リ
」
（
梵
字
）
建
治
二
年
／
心
覚
本
具
房
（
巻
算
四
百
九
十
四
、
後
表
紙
）

心
労
房
／
二
月
廿
二
日
是
か
く
（
巻
第
五
百
二
十
八
、
後
表
紙
）

風
園
／
心
党
（
巻
算
五
百
三
十
五
、
後
表
紙
）

性
厳
「
心
党
」
寂
風
春
也
（
「
」
は
別
角
筆
か
＝
巻
算
五
百
三
十
二
、
・
後
表
紙
）

〔
朝
海
〕
朝
海
（
巻
欝
八
十
三
、
前
表
紙
）

朝
海
（
巻
算
百
二
十
七
、
後
表
紙
）

朝
海
（
巻
算
百
二
十
八
、
後
表
紙
）

□
□
ち
朝
海
（
巻
算
百
二
十
九
、
後
表
紙
）

明
□
n
U
／
n
U
朝
海
（
巻
第
三
百
八
十
七
、
後
表
紙
）

〔
隆
海
〕
「
正
和
四
年
八
月
廿
二
日
／
大
進
坊
」
（
叢
八
十
八
、
後
表
紙
）
、
陸
海
（
叢
八
十
八
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）

麒
中
西
に
ゆ
く
虞
願
申
西
／
（
絵
）
陸
海
n
U
（
巻
第
三
百
四
十
一
、
後
表
紙
）

願
申
酉
に
ゆ
く
虞
願
申
／
陸
海
（
巻
第
三
百
五
十
四
、
後
表
紙
）

〔
乗
智
房
隆
慶
〕

乗
智
房
（
巻
第
三
百
二
十
九
、
後
表
紙
）

正
和
二
年
九
月
六
日
／
乗
智
房
（
巻
第
五
百
十
二
、
後
表
紙
）

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て

二
一



鎌
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乗
智
房
／
隆
慶
（
巻
算
五
百
三
十
八
、
後
表
紙
）

〔
幻
改
〕

党
了
幻
改
／
幻
改
（
巻
第
四
百
十
一
、
後
表
紙
）

改

建
治
二
年
改
幻
改
／
八
月
七
日
諸
日
（
巻
舞
四
百
七
十
六
、
前
表
紙
、
天
地
逆
吉
）

右
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
角
筆
の
僧
名
や
僧
房
名
が
あ
る
。

大
明
神
　
斉
朝
（
巻
第
五
百
六
十
三
、
後
表
紙
）

延
慶
二
年
八
月
十
七
日
円
慶
坊
／
正
帰
（
花
押
）
　
（
巻
第
四
百
九
十
二
、
巻
末
）

凰
風
「
心
覚
」
∴
別
角
筆
）
寂
風
蕃
也
（
巻
第
五
百
三
十
二
、
後
表
紙
）

正
和
五
年
九
月
六
日
／
静
念
（
花
押
）
　
（
巻
第
五
百
十
一
、
後
表
紙
）

（
動
物
・
人
頭
の
図
）
甚
慶
之
（
巻
軍
二
百
六
十
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）

（？）

個
性
（
巻
第
七
十
九
、
後
表
紙
）

禅
深
（
花
押
）
／
顧
申
西
に
ゆ
く
（
以
下
欠
）
　
（
巻
軍
一
百
四
十
二
、
後
表
紙
）

應
長
二
年
三
月
十
七
日
僧
禅
与
（
花
押
）
／
噸
中
西
に
ゆ
く
虞
（
巻
琴
一
百
四
十
一
、
後
表
紙
）

（
？
）

態
　
末
／
憎
態
延
（
こ
の
下
僧
の
図
あ
り
）
　
（
拳
撃
二
百
十
九
、
後
表
紙
）

八
月
／
智
性
（
巻
墾
一
百
五
十
五
、
前
表
紙
）

（
？
）

聴
慈
（
巻
軍
二
百
五
、
後
表
紙
）
　
（
僧
名
か
否
か
存
疑
）

（
？
）

明
導
入
　
真
如
房
（
花
押
）
　
（
第
算
五
百
七
十
一
、
後
表
紙
）

（寺）

妙
性
円
明
　
凡
夫
（
巻
墾
二
百
五
十
、
前
表
紙
）

報
身
良
円
□
／
元
徳
二
年
三
月
四
日
□
（
巻
第
四
百
八
十
七
、
後
表
紙
）

二
二



大
口
宮
口
本
房
良
周
（
巻
第
二
百
七
十
八
、
巻
末
）

陶
測
／
隆
源
朗
明
（
巻
算
五
百
七
十
九
、
後
表
紙
）

兵
部
房
琳
慶
（
花
押
）
（
巻
第
二
百
十
、
後
表
紙
）

（
舎
カ
）

願
申
瞭
申
／
原
申
西
に
ゆ
く
虞
／
合
利
／
元
徳
三
年
三
月
／
十
二
日
琳
定
（
巻
第
三
百
五
十
七
、
前
表
紙
）

園
庭
之
讃
詞
大
般
若
経
也
（
巻
第
百
四
十
九
、
前
表
紙
）

（
兎
の
絵
の
下
）
囲
忍
（
巻
第
四
百
四
十
六
、
後
表
紙
）

（
衆
生
カ
）

願
以
此
功
徳
導
□
□
／
□
甚
（
巻
第
五
百
七
十
二
、
後
表
紙
）

公
祐
房
（
巻
第
五
百
八
十
六
、
後
表
紙
）

乗
行
房
（
巻
第
百
六
十
一
、
前
表
紙
）

真
如
房
（
巻
算
四
百
四
十
、
後
表
紙
）
・
真
如
房
（
花
押
）
（
巻
第
五
百
七
十
一
、
後
表
紙
）

廟
申
西
に
ゆ
く
虞
／
「
大
海
房
之
」
（
別
角
筆
）
（
巻
算
百
四
十
四
、
後
表
紙
）

正
和
四
年
八
月
廿
二
日
大
進
坊
（
巻
第
八
十
八
、
後
表
紙
）
・
隆
海
（
同
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）

原
申
酉
に
ゆ
く
虞
／
持
乗
房
（
巻
第
百
六
十
三
、
後
表
紙
）

（
房
カ
）

建
治
二
年
／
「
明
円
□
」
（
別
角
筆
）
（
巻
第
五
百
三
十
二
、
線
斎
藤
、
天
地
逆
書
）

円
祐
房
（
巻
第
五
膏
十
二
、
後
表
紙
）

右
弘
智
房
弟
子
（
僧
頭
の
図
あ
り
）
（
巻
第
四
百
八
十
三
、
後
表
紙
）

（
「
風
」
字
を
中
心
と
す
る
図
あ
り
）
□
円
房
（
巻
第
五
百
十
六
、
後
表
紙
）

（
マ
，
）

参
劃
河
頭
／
参
川
人
也
「
ナ
バ
リ
」
（
梵
字
）
／
建
治
二
年
／
心
党
利
到
屏
l
（
巻
第
四
百
九
十
四
、
後
表
紙
）

右
の
う
ち
、
巻
竺
百
五
十
の
「
妙
性
円
明
（
寺
）
凡
夫
」
の
「
円
明
」
が
「
円
明
寺
」
を
指
す
と
す
れ
ば
「
妙
性
」
は
同
寺
に
ゆ
か
り
の
僧
と
な
る
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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（
フ
．
）

こ
の
他
、
「
中
納
言
」
（
巻
第
三
百
七
十
二
後
表
紙
）
、
「
少
納
言
（
花
押
）
」
（
巻
第
三
百
九
十
六
、
後
表
紙
）
が
あ
る
。

㈲
角
筆
の
経
典
名
・
仏
名
等
に
つ
い
て

角
筆
で
書
か
れ
た
経
典
名
に
は
「
大
般
若
経
」
に
関
す
る
文
字
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

訟
若
経
（
巻
第
五
十
一
、
後
表
紙
）
、
経
（
同
、
後
表
紙
見
返
）

二
四

大
般
若
経
（
巻
算
百
四
十
五
、
後
表
紙
）

椿
宮
之
大
般
若
経
也
（
巻
第
百
四
十
八
、
後
表
紙
、
天
地
逆
書
）

囲
慶
之
諌
諦
大
般
若
経
也
（
巻
第
百
四
十
九
、
前
表
紙
）

椿
御
宮
大
般
若
経
也
（
巻
第
二
百
二
十
、
巻
末
部
奥
書
）

噸
申
西
に
ゆ
く
虞
／
大
般
若
経
□
人
（
巻
第
二
百
四
十
七
、
後
表
紙
）

日
日
∪
若
経
（
巻
軍
二
百
九
十
、
後
表
紙
）

奉
樽
議
大
般
若
（
巻
第
四
百
九
十
一
、
後
表
紙
、
天
地
逆
書
）
、
永
仁
五
年
九
月
一
日
明
星
寺
式
部
房
朝
党
（
花
押
）
　
（
同
、
巻
末
奥
書
）

夫
大
般
若
者
申
六
百
巻
也
（
巻
第
四
百
九
十
三
、
後
表
紙
）

（
？
）

椿
（
八
幡
）
　
（
巻
罪
五
百
十
三
前
表
紙
）
、
大
般
若
経
鬼
一
見
之
（
花
押
）
　
（
同
、
後
表
紙
）

大
般
若
経
□
（
巻
第
五
百
四
十
一
、
前
表
紙
）

大
般
若
経
巻
第
五
百
四
十
五
也
（
巻
第
五
百
六
十
四
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）
、
（
「
鍼
」
の
図
あ
り
、
そ
の
下
に
）
福
溝
（
同
、
後
表
紙
）

大
般
若
経
巻
第
五
亘
州
千
二
也
（
巻
第
五
百
八
十
二
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
が
韓
読
さ
れ
た
こ
と
や
読
諭
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
明
星
寺
の
倍
や
福
満
寺
の
僧
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
こ
と
、
椿
八
幡
宮
の
大
般
若
経
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
一
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
る
。

経
典
名
に
は
、
他
に
「
般
若
心
経
」
「
無
量
寿
経
」
が
あ
る
。



般
若
心
経
（
巻
第
四
百
二
十
六
、
後
表
紙
）

無
量
寿
経
　
是
　
是
（
巻
第
五
百
二
十
八
、
前
表
紙
、
天
地
逆
書
）

又
、
称
名
や
経
典
の
文
句
等
を
抜
書
き
し
た
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
角
筆
の
字
句
が
あ
る
。

南
無
尺
迦
牟
尼
悌
（
巻
第
四
百
三
十
三
、
後
表
紙
）

南
無
阿
（
巻
算
五
百
五
十
、
前
表
紙
）

阿
籍
随
（
巻
第
百
七
十
、
後
表
紙
）

阿
弥
階
梯
（
巻
第
二
百
九
十
五
、
後
表
紙
見
返
）

彿
説
如
是
如
是
／
八
番
返
（
巻
第
三
百
四
十
八
、
前
表
紙
、
天
地
遺
書
）

天
日
如
来
顧
申
西
に
ゆ
く
虞
（
巻
第
三
百
九
十
九
、
後
表
紙
）

妙
経
也
（
巻
第
百
三
十
八
、
前
表
紙
）

「
天
日
如
来
」
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
（
注
2
0
参
照
）
。

五
　
角
筆
に
よ
る
一
般
語
句
に
つ
い
て

（14）

角
筆
の
文
字
に
は
、
漢
字
、
平
仮
冬
梵
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
示
す
。

1
　
角
撃
の
漢
字

角
筆
の
漢
字
は
、
右
掲
の
よ
う
に
年
紀
・
寺
社
名
・
僧
房
名
・
経
典
名
・
称
名
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
一
般
語
句
を
表
す
の
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。

ィ
、
性
厳
「
心
党
」
寂
　
風
暮
也
（
巻
第
五
百
三
十
二
、
後
表
紙
）

（
？
）

ロ
、
参
河
房
／
参
用
人
也
「
ナ
バ
リ
」
（
梵
字
）
建
治
二
年
／

心
覚
　
本
具
房
（
巻
第
四
百
九
十
四
、
後
表
紙
）

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
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イ
は
心
覚
（
前
掲
）
の
入
滅
を
示
す
記
事
ら
し
く
、
そ
の
折
の
所
感
を
「
風
、
春
也
」
と
述
べ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ロ
も
「
参
河
房
」
が
建
治

二
年
に
入
滅
し
た
こ
と
を
心
覚
が
記
し
た
も
の
か
。
梵
字
ナ
バ
リ
は
、
「
隠
る
」
意
の
古
語
が
、
死
去
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
心
覚

に
は
こ
の
種
の
記
事
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
時
節
な
ど
の
所
懐
を
簡
潔
に
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

ハ
、
風
囲
／
心
覚
（
巻
第
五
百
三
十
五
、
後
表
紙
）

右
は
、
「
風
マ
ド
カ
ナ
リ
」
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
、
月
明
（
巻
第
百
五
十
四
、
後
表
紙
）

こ
れ
も
、
「
月
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
」
と
読
ま
れ
号
大
般
若
経
読
講
の
期
間
中
に
逸
興
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
文
治
二
年
神
宮
大
般
若
経
転
読
記
跡
肇

記
欝
よ
れ
ば
、
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
大
般
若
経
を
転
読
供
養
の
た
め
に
、
六
十
口
の
南
都
僧
が
参
り
、
同
年
四
月
廿
六
日
か
ら
五
月
一
日
未
明

ま
で
宿
房
に
あ
っ
た
が
、
廿
八
日
は
「
大
雨
日
朝
下
蹄
如
車
軸
、
一
会
浸
身
万
人
舐
鼻
」
に
よ
り
一
日
延
期
と
な
っ
た
た
め
、
隙
と
な
り
「
人
々

相
伴
見
共
、
樟
花
船
浮
海
上
」
し
て
二
見
浦
を
見
物
し
て
諸
法
師
は
和
歌
を
作
り
、
宿
房
に
帰
っ
て
か
ら
も
「
逸
興
之
余
宴
遊
猶
甚
、
乱
舞
狂

（

“

1

1

・

）

歌
、
糸
竹
管
絃
、
種
々
雑
芸
、
終
夜
不
休
、
其
中
小
童
字
如
意
舞
白
拍
子
」
し
て
い
る
。

「
風
園
カ
ナ
リ
」
「
月
明
カ
ナ
リ
」
も
同
様
の
、
所
懐
の
一
端
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ホ
、
見
尻
舐
（
巻
第
百
七
十
一
、
後
表
紙
見
返
）
、
二
月
廿
一
日
間
甘
八
日
（
同
、
後
表
紙
）

（
せ
う
？
）

へ
、
兄
屍
□
□
（
巻
第
百
七
十
二
、
後
表
紙
）

ト
、
虞
（
巻
第
百
七
十
三
、
後
表
紙
）

「
鬼
ノ
シ
リ
ヲ
舐
ム
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
意
味
す
る
の
か
未
詳
で
計
る
が
、
先
掲
の
大
般
若
経
転
読
記
に
よ
る
と
、
「
人
々
相
伴
見
共
」

と
あ
り
、
寺
院
で
召
使
っ
た
椎
鬼
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
賛
屈
し
た
禁
欲
生
活
に
お
け
る
僧
の
戯
言
が
、
こ
の
角
筆
の
文
字
に
現
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

チ
、
賦
月
木
（
巻
第
三
百
四
十
九
、
後
表
紙
）



は
、
連
歌
の
賦
物
の
標
題
を
思
わ
せ
る
。

（寺）

リ
、
妙
性
円
明
　
凡
夫
（
巻
墾
二
百
五
十
、
前
表
紙
）

ヌ
、
態
人
口
〓
∪
新
（
巻
第
六
十
三
、
後
表
紙
）

の
「
凡
夫
（
ポ
ン
プ
）
」
「
態
人
（
ワ
ザ
ビ
ト
）
」
と
読
ま
れ
る
語
句
も
あ
り
、

ル
、
妹
（
巻
第
五
百
六
十
八
、
後
表
紙
）
、
風
□
（
同
、
前
表
紙
）

な
ど
も
あ
る
。

2
　
角
撃
の
平
仮
名
・
平
仮
名
交
り

角
筆
の
平
仮
名
（
変
体
仮
畳
は
、
先
掲
の
年
紀
の
「
け
ん
け
ん
二
年
」
や
「
心
覚
房
／
二
月
甘
二
日
是
か
く
」
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
他
、

一
般
語
句
を
表
す
も
の
も
多
い
。
平
仮
名
（
変
体
仮
登
に
よ
る
語
句
を
書
入
れ
た
巻
は
五
十
余
帖
が
数
え
ら
れ
る
が
、
角
筆
が
薄
い
こ
と
や
変

体
仮
名
の
草
体
が
多
く
て
現
段
階
で
は
解
読
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
、
辛
う
じ
て
判
読
し
得
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
ネ
ガ
ヒ
マ
ウ
ス
）

ヲ
、
「
願
申
西
に
ゆ
く
虞
」

こ
の
語
句
は
多
く
の
巻
に
書
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
一
種
の
呪
文
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
「
に
」
は
「
在
」
の
変
体
仮
名
で
あ
り
、
漢
字
も
甚
し

く
く
ず
れ
た
草
体
で
あ
る
。
巻
五
十
二
、
五
十
三
、
五
十
四
、
五
十
七
、
五
十
八
、
五
十
九
、
百
十
、
百
四
十
四
、
百
五
十
五
、
百
六
十
三
、
百

六
十
五
、
百
六
十
七
、
百
六
十
九
、
百
七
十
、
百
八
十
一
、
百
八
十
三
、
百
八
十
八
、
二
百
四
十
一
、
二
百
四
十
二
、
二
百
四
十
三
、
二
百
四
十

四
、
二
百
四
十
六
、
二
百
四
十
七
、
三
百
四
十
一
、
三
百
四
十
三
、
三
百
四
十
五
、
三
百
四
十
六
、
三
百
四
十
七
、
三
百
四
十
九
、
三
百
五
十

四
、
三
百
五
十
五
、
三
百
五
十
七
、
三
百
八
十
、
三
百
九
十
四
、
三
百
九
十
七
、
三
百
九
十
九
、
未
詳
巻
の
、
計
三
十
七
帖
に
わ
た
っ
て
、
や
や

太
め
の
角
筆
跡
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
脈
は
、

天
日
如
来
頗
申
西
に
ゆ
く
虞
（
巻
第
三
百
九
十
九
、
後
表
紙
）
　
（
「
天
」
は
モ
ト
ノ
マ
マ
）

廠
申
西
に
ゆ
く
虞
岩
天
（
巻
第
三
百
四
十
三
、
後
表
紙
）

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



鎌
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時
　
代
　
語
　
研
　
究

願
申
西
に
ゆ
く
庭
／
如
月
の
初
（
巻
第
五
十
三
、
後
表
紙
）

応
長
二
年
三
月
十
七
日
僧
禅
与
（
花
押
）
／
願
申
西
に
ゆ
く
虞
／
願
申
西
（
巻
第
二
百
四
十
一
、
後
表
紙
）

（
舎
カ
）

願
串
原
申
／
頗
申
西
に
ゆ
く
虞
／
合
利
／
元
徳
三
年
三
月
／
十
二
日
琳
定
（
巻
第
三
百
五
十
七
、
前
表
紙
）

願
申
西
に
ゆ
く
底
／
「
大
海
房
之
」
（
巻
節
百
四
十
四
、
後
表
紙
）

願
申
西
に
ゆ
く
庭
／
持
乗
房
（
巻
第
百
六
十
三
、
後
表
紙
）

原
申
西
に
ゆ
く
庭
／
願
申
西
に
ゆ
く
虞
（
巻
第
五
十
九
、
百
十
）

の
よ
う
で
あ
り
、
大
日
如
来
に
対
し
て
、
異
な
っ
た
年
月
日
に
、
異
人
が
そ
れ
ぞ
れ
称
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
八

ワ
、
「
き
ゑ
ゆ
く
」

巻
第
三
百
九
十
二
の
後
表
紙
に
は
「
き
ゑ
ゆ
く
」
と
読
ま
れ
そ
う
な
変
体
仮
名
が
あ
る
。
「
消
え
行
く
」
の
意
か
。

3
　
角
筆
の
梵
字

角
筆
の
梵
字
は
、
先
掲
の
「
ナ
バ
リ
」
の
よ
う
な
用
い
方
も
あ
る
が
、
他
に
も
種
字
な
ど
を
書
入
れ
た
り
す
る
。
巻
第
九
十
三
、
百
四
十
、
二

百
四
十
八
、
二
百
五
十
八
（
a
粁
h
a
m
く
a
m
）
、
二
百
六
十
七
、
三
百
五
十
、
三
百
五
十
一
、
三
百
六
十
五
、
三
百
六
十
七
、
四
百
二
十
四
、
四
百

三
十
二
、
四
百
三
十
三
、
四
百
四
十
五
、
四
百
八
十
九
、
五
百
十
五
、
五
百
二
十
五
、
五
百
二
十
七
、
五
百
七
十
三
、
五
百
九
十
七
に
吉
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
車
に
は
竹
筆
書
様
の
梵
字
体
を
角
筆
で
書
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
他
の
帖
に
も
、
梵
字
の
書
入
れ
が
あ
る
ら
し
い
が
、
角
筆

の
凹
み
が
不
分
明
で
読
解
で
き
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。

六
　
角
筆
で
描
か
れ
た
図
絵
に
つ
い
て

こ
の
宋
版
大
般
若
経
に
は
角
筆
の
文
字
の
他
に
、
角
筆
で
書
か
れ
た
図
絵
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
図
絵
の
内
容
は
人
物
、
動
植
物
、
器
具
な
ど

多
種
多
様
で
あ
り
、
多
く
の
巻
に
わ
た
っ
て
苦
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
以
下
は
巻
数
を
「
二
六
」
の
よ
う
に
表
す
）
。

1

　

人

物



人
物
（
巻
二
六
、
二
七
二
二
八
五
、
三
二
二
、
三
三
、
三
三
二
、
三
四
二
、
四
四
八
、
五
〇
二
、
五
三
、
五
二
六
、
五
九
九
「
人
物
胸
像
‥
率
一

〇
一
、
≡
四
、
四
八
八
）
　
人
物
座
像
（
巻
≡
九
）
　
婦
人
（
準
一
八
八
）
　
女
性
（
巻
五
二
四
）
　
中
腰
男
（
巻
三
九
五
）
　
老
爺
（
巻
五
六
六
）
　
老

婆
（
巻
四
九
四
）
　
武
者
（
巻
享
八
二
　
衣
冠
率
一
〇
二
、
三
八
八
、
四
七
〇
、
四
七
八
）
　
衣
冠
首
（
巻
一
四
三
、
五
〇
三
、
五
六
七
）
　
首
（
巻
二
三

八
、
二
六
九
、
三
三
五
、
三
五
五
、
三
五
九
、
三
六
〇
、
四
〇
三
、
四
三
五
、
五
〇
一
、
五
六
二
、
五
八
三
、
五
八
五
）
　
僧
首
（
巻
二
六
〇
、
四
〇
八
、
四
六

七
、
四
八
二
、
四
八
三
）

僧
形
座
像
（
巻
四
八
六
）
　
僧
形
（
巻
五
八
、
二
五
四
、
一
六
九
、
二
七
六
、
四
九
二
、
五
三
）
　
菩
薩
（
余
二
五
九
、
二
≡
）

仏
（
巻
一
六
九
）
　
仏
頭
（
巻
五
八
三
）
　
仏
像
（
巻
五
一
四
）

動
物

動
物
（
巻
二
七
四
、
三
五
八
、
三
八
七
、
五
〇
一
、
五
三
四
）
　
馬
（
巻
二
三
七
、
二
五
二
、
二
五
五
、
二
七
九
、
二
八
一
、
三
六
、
五
三
〇
）
　
馬
頭
（
替

二
三
九
、
望
ハ
六
）
　
属
尻
（
巻
二
九
二
）
　
牛
頭
（
券
二
七
八
、
四
九
九
）
　
犬
（
巻
≡
四
）
　
鹿
（
巻
二
九
一
、
四
三
四
）
　
兎
（
券
二
≡
、
≡
七
、

三
七
五
、
三
九
一
、
四
四
六
、
五
三
一
）

烏
（
巻
二
四
、
二
七
七
）
　
飛
鳥
（
巻
五
六
七
）
　
‖
鶴
（
肇
一
七
七
、
二
七
八
）
　
雁
（
巻
四
八
二
、
五
三
六
）

鬼
（
巻
一
七
八
、
五
五
三
、
五
五
八
、
五
六
四
、
五
六
九
、
五
九
一
）
　
天
狗
（
巻
五
二
五
）
　
龍
（
準
二
六
〇
）

魚
類

海
老
（
巻
二
六
二
）

植
物

蓮
華
（
華
一
三
、
五
一
、
五
二
、
九
七
、
二
一
、
一
三
八
、
一
四
六
二
四
七
、
一
四
九
二
五
〇
、
∵
七
三
、
≡
四
、
二
三
八
、
二
四
一
、
二
八
三
、

二
八
四
、
二
八
六
、
二
九
五
、
三
〇
二
、
・
三
二
、
三
一
九
、
三
五
五
、
三
七
六
、
三
九
〇
、
三
九
二
、
四
七
五
、
四
八
一
、
四
九
三
、
四
九
八
、
五
〇
四
、

五
三
、
五
一
四
、
五
一
七
、
五
一
八
、
五
一
九
、
五
八
〇
、
五
八
一
、
五
八
三
、
五
八
七
、
五
九
八
）
　
蓮
菓
上
巻
五
八
、
二
八
二
、
三
八
二
、
四
九
一
）

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



鎌
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三
〇

蓮
根
（
準
二
八
二
）
　
植
物
（
巻
一
五
〇
）
　
菓
（
巻
五
七
、
一
二
、
二
六
三
、
四
九
七
、
五
一
五
）
　
花
（
巻
六
一
、
一
九
七
、
二
五
八
、
二
六
三
、
三
〓
ハ
、

四
二
ハ
、
四
三
二
、
五
〇
二
）
　
草
花
（
巻
九
九
、
二
〇
二
、
≡
七
、
二
四
四
）
　
梅
枝
（
券
二
七
八
）
　
柳
枝
（
巻
二
四
二
）
　
樹
枝
（
彗
二
九
）
　
栗

（
巻
二
五
こ
　
樹
葉
（
泳
二
七
五
、
二
八
一
、
三
七
二
、
三
七
三
、
三
七
七
、
四
一
六
、
四
九
二
五
八
三
）
　
双
葉
（
巻
四
二
九
）
　
五
弁
花
（
巻
四
六
九
）

六
弁
花
（
巻
一
九
三
、
一
九
四
）
　
迂
（
巻
五
六
こ

武
具
・
器
具

刀
（
巻
四
七
六
、
五
l
六
、
五
九
二
、
五
九
四
）
　
剣
（
巻
五
六
一
）
　
甲
（
巻
五
六
八
）
　
弓
・
鏑
矢
（
巻
五
九
八
）
　
鍼
（
巻
五
二
二
、
五
五
九
、
五
六
四
）

竹
編
器
具
（
巻
二
七
五
）
　
家
屋
カ
（
巻
五
二
四
）

模
様
そ
の
他

三
角
形
（
準
三
二
）
　
三
ツ
巴
紋
（
巻
一
八
四
）
　
弧
（
巻
一
九
二
、
三
二
〇
）
　
渦
巻
（
巻
二
五
五
、
三
七
六
、
五
六
九
）
　
菱
形
（
巻
四
二
八
）
　
旭
日
（
巻
一
七
七
）

未
詳

巻
四
、
二
二
、
二
九
、
三
六
、
四
一
、
四
二
、
五
二
六
七
、
七
一
、
七
八
、
八
五
、
九
〇
、
九
四
、
九
五
、
一
〇
二
一
〇
二
、
一
〇
五
、

一
〇
九
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
一
二
一
、
一
二
五
、
一
二
八
、
二
一
九
、
二
≡
、
二
二
四
、
二
二
五
、
二
二
六
、
一
三
九
、
一
四

〇
、
一
四
一
、
一
五
五
、
一
六
五
、
二
ハ
六
、
一
六
八
、
一
七
〇
、
一
七
三
、
一
七
七
、
一
七
九
、
一
八
九
、
一
九
一
、
一
九
三
、
一
九
五
、

一
九
六
、
二
〇
〇
、
二
〇
四
、
二
〇
六
、
二
〇
八
、
二
一
〇
、
二
一
九
、
二
二
〇
、
二
二
四
、
二
二
五
、
二
二
八
、
二
二
九
、
二
三
〇
、
二
三

二
、
二
四
七
、
二
五
一
、
二
六
一
、
二
六
三
、
二
六
四
、
二
七
二
、
二
七
四
、
二
七
七
、
二
七
九
、
二
八
一
、
二
八
三
、
二
八
七
、
二
八
九
、

二
九
〇
、
二
九
四
、
二
九
七
、
三
〇
〇
、
三
〇
一
、
三
〇
二
、
三
〇
三
、
三
〇
四
、
三
〇
六
、
三
一
四
、
三
二
一
、
三
二
六
、
三
二
七
、
三
二

八
、
三
三
五
、
三
三
八
、
三
三
九
、
三
四
一
、
三
五
三
、
三
五
六
、
三
六
〇
、
三
六
二
、
三
六
三
、
三
六
四
、
三
六
六
、
三
六
八
、
三
六
九
、

三
七
六
、
三
八
〇
、
二
二
八
九
、
三
九
一
、
三
九
九
、
四
〇
〇
、
四
〇
二
四
〇
四
、
四
一
四
、
四
一
五
、
四
一
八
、
四
二
二
．
四
二
二
、
四
二

三
、
四
二
四
、
四
二
五
、
四
二
六
、
四
二
九
、
四
三
〇
、
四
三
二
、
四
三
五
、
四
三
七
、
四
一
ノ
こ
九
、
四
四
二
、
四
四
三
、
四
四
五
、
四
四
七
、



四
四
九
、
四
五
〇
、
四
六
二
、
四
六
三
、
四
六
八
、
四
六
九
、
四
七
一
、
四
七
四
、
四
七
八
、
四
七
九
、
四
八
一
、
四
八
二
、
四
九
六
、
四
九

九
、
五
〇
一
、
五
〇
八
、
五
〇
九
、
有
二
四
、
有
二
六
、
五
二
九
、
五
三
三
、
五
三
四
、
五
三
五
、
五
三
六
、
五
三
七
、
五
三
八
、
五
四
五
、

五
五
四
、
五
五
六
、
五
六
八
、
五
七
〇
、
五
七
三
、
五
七
六
、
五
八
〇
、
五
八
五
、
五
九
六
、
六
〇
〇

未
詳
の
中
に
は
、
角
筆
の
凹
み
が
薄
れ
た
た
め
に
判
別
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
今
後
の
精
査
に
よ
り
認
定
出
来
る
も
の
も
少

な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
多
種
多
様
に
し
て
多
量
の
角
筆
図
絵
は
、
筆
致
が
彼
の
高
山
寺
蔵
の
鳥
獣
戯
画
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
風
俗
画
と

し
て
も
注
目
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
文
献
と
し
て
の
価
値

岩
蔵
寺
蔵
の
宋
版
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
、
角
筆
の
文
字
や
図
絵
は
、
そ
の
年
紀
に
よ
っ
て
、
時
代
が
鎌
倉
時
代
の
文
永
か
ら
元
徳
に
至

る
五
、
六
十
年
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
で
は
ど
の
地
方
で
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
掛
り
は
、
角
筆
で
書
入
れ

ら
れ
た
、
寺
名
や
僧
名
に
あ
る
。

先
ず
、
寺
名
の
う
ち
、
福
浦
寺
（
巻
第
二
百
三
十
三
、
五
百
六
十
四
の
「
福
満
」
に
よ
る
）
は
、
河
副
荘
に
在
っ
た
、
も
と
天
台
宗
の
古
刺
で
あ
る
。

延
暦
二
十
四
年
伝
教
大
師
の
草
創
と
い
い
、
鎌
倉
時
代
に
は
源
瀬
朝
の
祈
願
所
と
な
り
、
北
条
時
政
も
伽
藍
を
重
建
し
て
い
る
。
河
副
荘
は
京
都

洛
東
最
勝
寺
の
荘
園
で
、
佐
賀
市
の
南
、
有
明
海
に
臨
む
広
大
な
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の
中
世
の
古
文
書
に
は
河
副
荘
と
福
清
寺
が
廉
く

（16）

出
て
来
る
。
又
、
岩
蔵
寺
で
は
、
寺
中
末
寺
と
し
て
「
福
満
寺
」
（
平
原
）
を
挙
げ
て
い
る
。

（寺）

巻
第
三
百
五
十
の
「
妙
性
円
明
　
凡
夫
」
の
「
円
明
」
が
円
明
寺
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
岩
蔵
寺
の
寺
中
末
寺
に
「
円
明
寺
」
（
富
田
）
が
あ
り
、

こ
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。

岩
蔵
寺
縁
起
及
び
岩
蔵
寺
文
書
等
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
は
、
山
内
外
に
多
く
の
末
寺
僧
坊
を
持
ち
、
ま
た
、
神
社
と
し
て
「
天
山
神
宮
お
よ
び

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



鎌
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末
社
敷
地
二
百
九
十
六
社
」
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
。

角
筆
の
「
明
雪
上
「
椿
八
幡
」
は
未
詳
で
あ
る
。
椿
八
幡
神
社
は
豊
前
国
の
東
国
東
郡
武
蔵
町
に
郷
社
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
く
、
恐
ら

く
岩
蔵
寺
抱
宮
で
あ
っ
た
「
八
幡
宮
」
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
明
星
寺
も
末
寺
の
一
で
あ
ろ
う
か
。

（

寺

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

竹

こ

次
に
、
僧
名
を
見
る
に
、
巻
彗
一
百
五
十
の
「
妙
性
円
明
　
凡
夫
」
と
あ
る
「
妙
性
」
は
、
高
城
寺
文
書
の
「
極
楽
寺
免
田
等
安
堵
申
状
井
異

音
案
」
に
、
次
の
よ
う
に
出
て
来
る
。

備
前
前
司
入
道
柳
岨
／
宛
行
恵
光
坊
尊
然
所
／
肥
前
国
矧
酬
甜
極
楽
寺
別
富
撤
事
／

右
、
任
去
弘
安
三
年
十
月
五
日
法
橋
瑚
瑚
誇
状
、
領
知
本
免
有
限
／
寺
役
修
造
、
無
憾
怠
令
勤
仕
、
可
披
致
公
家
武
家
御
祈
躊
忠
之
状
如
件
／

正
応
三
年
九
月
十
五
日
　
沙
弥
在
判

（18）

妙
性
は
備
前
前
司
で
あ
り
、
河
副
荘
と
い
い
正
応
三
年
と
い
い
場
所
も
年
代
も
合
っ
て
い
る
。
又
、
巻
第
五
百
七
十
一
の
「
明
等
」
が
こ
う
読
ま

れ
る
な
ら
ば
、
右
の
文
書
中
の
「
法
橋
明
尊
」
と
も
関
係
し
、
同
一
文
書
中
に
、
関
係
僧
名
が
二
人
も
出
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

又
、
巻
第
四
百
八
十
七
の
後
表
紙
に
、

（
角
華
）
報
身
　
良
円
□
（
梵
字
カ
）

元
徳
二
年
三
月
四
日
［
日
日
］

（19）

と
あ
る
、
良
円
も
、
東
妙
寺
文
書
の
「
安
達
時
顕
裁
許
状
写
」
に
、

肥
前
国
東
妙
寺
知
事
劇
劇
申
、
小
城
郡
西
方
諸
田
名
内
田
地
壱
町
碑
石
事
、
如
元
、
為
阿
弥
陀
経
免
田
、
可
令
領
掌
之
状
如
件
／
　
文
保
三
年

正
月
冊
日
　
秋
田
城
介
（
花
押
影
）

「
東
妙
寺
知
事
良
円
」
と
あ
る
憎
と
、
場
所
も
合
い
、
時
代
も
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
よ
り
十
一
年
前
が
文
保
三
年
で
あ
る
の
で
一
致
す
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
の
文
字
や
絵
は
、
鎌
倉
中
・
後
期
に
、
岩
蔵
寺
所
在
の
肥
前
国
に
お
い
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考

（20）

え
ら
れ
る
。
或
い
は
岩
蔵
寺
ゆ
か
り
の
末
寺
や
抱
官
で
そ
の
関
係
者
が
書
入
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。



当
時
、
肥
前
国
に
お
い
て
も
、
大
般
若
経
の
転
読
・
読
頭
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

今
寄
進
地
内
壱
町
者
、

壱
町
者
為
当
社
修
理
造
営
料
田
也

（
武
雄
神
社
文
書
、
菊
地
武
顕
田
地
寄
進
状
）

為
臨
時
□
祈
蒔
、
萄
諭
翻
刻
魂
若
頚
彗
l
部
l
仁
王
講
百
座
御
神
楽
等
、
御
巻
数
画
一
合
令
進
上
候
（
武
雄
神
社
文
書
、
武
雄
社
女
大
宮
司
巻
数
送
状
）

当
国
佐
嘉
郡
寺
法
浄
寺
内
字
沙
走
田
地
壱
町
、
毎
月
為
大
般
若
経
転
読
、

武
雄
杜
日
当
作
所
奉
寄
進
也
（
同
右
、
菊
地
武
顕
書
状
）

肥
前
国
神
崎
荘
櫛
田
宮
宝
殿
以
下
所
く
流
血
事
／
注
進
状
其
沙
汰
撃
、
転
読
大
般
若
経
可
致
御
祈
躊
精
誠
之
旨
（
櫛
田
神
社
文
書
、
一
色
直
氏
書

下
）
な
ど
や
、
「
大
般
若
免
壱
町
」
（
正
和
四
年
五
月
二
日
）
、
「
大
般
若
免
五
段
」
（
元
徳
元
年
十
二
月
廿
五
日
）
、
「
四
季
大
般
若
免
壱
町
」
（
元
亨
三
年
十

月
廿
一
旦
（
以
上
、
河
上
宮
古
文
書
写
）
、
「
大
般
若
経
転
用
建
目
録
」
（
光
浄
寺
文
書
、
少
弐
冬
尚
巻
数
返
事
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
。

角
筆
の
経
典
名
等
に
、
「
園
慶
之
讃
諦
大
般
若
経
也
」
「
奉
韓
讃
大
般
若
…
永
仁
五
年
九
月
一
日
明
星
寺
式
部
房
朝
党
」
「
椿
（
八
幡
）
…
大
般
若

臥
堅
見
之
」
な
ど
と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
が
、
当
時
、
こ
の
地
方
で
、
実
際
に
転
読
・
読
涌
さ
れ
た
こ
と
を
託

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
文
献
は
そ
の
具
体
的
な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

角
筆
の
文
字
に
つ
い
て
の
以
上
の
事
柄
に
基
き
、
．
こ
の
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
文
献
と
し
て
の
価
値
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
は
、
角
筆
の
年
紀
で
あ
る
。
今
日
ま
で
に
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
現
在
で
八
十
二
点
に
上
る
が
、
他
の
も
の
に

は
、
角
筆
の
年
紀
が
一
つ
も
見
付
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
が
始
め
て
で
あ
り
、
し
か
も
年
号
を
持
つ
も
の
が
二
十
一

帖
、
月
日
だ
け
の
も
の
ま
で
加
え
れ
ば
、
五
十
帖
に
近
い
多
数
の
資
料
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
の
文
永
十
年
－
元

徳
三
年
に
角
筆
の
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
宋
版
大
蔵
経
の
本
邦
伝
来
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
本
一
切
経
目
録
に
よ
っ
て
、
寛
喜
二
年
に
は
伝
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
思
渓
版
大
般
若
経
が
文
永
十
年
に
は
九
州
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
年
紀
に
よ
っ
て
、
確
認

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



錬
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

第
二
は
、
角
筆
の
寺
社
名
・
僧
名
で
あ
る
。
従
来
の
角
筆
文
献
で
は
、
「
禅
智
房
」
と
い
う
僧
名
が
、
高
山
寺
蔵
の
宋
版
一
切
経
の
欄
外
（
角
筆

（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

文
字
は
鎌
倉
初
期
）
か
ら
得
ら
れ
、
「
西
大
寺
仙
尊
之
」
　
と
い
う
寺
名
と
僧
名
が
西
大
寺
蔵
文
殊
講
伽
陀
室
町
期
写
本
か
ら
得
ら
れ
た
程
度
で
あ
っ

た
。
こ
の
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
に
は
五
十
数
名
の
僧
名
と
数
ヶ
所
の
寺
院
・
八
幡
宮
と
が
認
め
ら
れ
た
。

第
三
は
、
右
の
寺
社
名
、
僧
名
が
肥
前
国
関
係
と
孝
冬
b
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
州
と
い
う
地
方
で
角
筆
文
献
が
始
め
て
見
出
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
で
実
際
に
使
用
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
方
に
お
け
る
角
筆
文
献
と
し
て
は
瀬
戸
内
海
の
大
三
島
に
あ
る
大
山
祇
神
社

蔵
の
伊
予
三
嶋
杜
縁
起
（
室
町
時
代
写
）
の
角
筆
点
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
九
州
と
し
て
は
欝
二
号
で
あ
る
。

第
四
は
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
の
角
筆
が
、
文
永
十
年
か
ら
元
徳
三
年
ま
で
の
五
、
六
十
年
間
に
わ
た
り
、
少
く
と
も
五
十
数
名
の
僧
に
よ
っ
て
書

入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
角
筆
の
使
用
が
或
期
間
を
通
じ
て
或
地
域
に
お
け
る
集
団
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
証
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
は
、
こ
の
角
筆
が
、
大
般
若
経
の
転
読
・
読
詞
に
際
し
て
書
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
が
そ
の
実
際
に
供
せ
ら
れ

た
経
典
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
当
時
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
大
般
若
経
の
転
読
・
読
詞
の
状
況
の
一
端
が
具
体
的
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
先

拓
の
「
神
官
大
般
若
経
転
読
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
東
大
寺
勧
進
上
人
重
源
、
為
当
寺
造
営
祈
績
、
於
大
神
宮
大
般
若
経
書
写
供
養
井
転
読
問
事

撃
、
文
治
式
年
四
月
廿
六
日
、
外
宮
法
楽
於
常
明
寺
供
養
幣
締
謡
膠
、
同
廿
七
日
、
六
十
日
南
京
僧
転
読
」
等
の
諸
記
事
や
六
十
口
僧
名
な
ど
も

知
ら
れ
る
が
、
外
面
的
な
儀
式
と
し
て
の
記
事
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
、
例
え
ば
、
ど
の
巻
々
を
誰
僧
が
ど
の
よ
う
に
読
頭
し
た
か
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
角
筆
の
文
字
に
よ
る
と
、
心
覚
は
少
く
と
も
、
巻
二
四
六
、
三
三
三
、
四
九
四
、
五
二
八
、
五
三
二
、
五
三
五
の
各
巻
を
、
朝

海
は
少
く
と
も
、
巻
八
三
、
一
二
七
1
一
二
九
、
三
八
七
の
各
巻
を
持
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
又
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
は
こ
の
地
方

ヽ

で
は
春
（
二
二
二
月
）
、
秋
（
八
・
九
月
）
に
読
詞
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
生
の
資
料
が
得
ら
れ
、
当
時
の
仏
教
史
・
文
化
史
の
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
六
は
、
角
筆
で
書
か
れ
た
言
葉
の
問
題
で
あ
る
。

年
号
を
角
筆
の
平
仮
名
（
変
体
仮
名
）
で
書
い
た
「
け
ん
け
ん
二
年
八
月
十
四
日
」
（
巻
四
七
二
）
は
、
「
乾
元
」
の
「
元
」
の
合
拗
音
を
「
く
ゑ



ん
」
と
書
か
ず
に
、
直
音
の
「
け
ん
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
発
音
を
反
映
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
現
代
語
の
発
音
と
同
じ
音
を
当

時
こ
の
地
方
で
発
音
し
て
い
た
例
と
な
り
、
国
語
史
の
一
資
料
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
角
筆
の
平
仮
名
に
は
末
だ
読
解
し
得
な
い
も
の
が
多
く
、

こ
れ
ら
が
読
解
し
得
た
な
ら
ば
国
語
史
研
究
上
の
諸
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

角
筆
の
漢
字
に
は
、
「
鬼
尻
舐
」
の
よ
う
な
語
順
や
、
「
態
人
」
「
凡
夫
」
の
よ
う
な
語
詞
も
あ
り
、
こ
れ
も
亦
国
語
史
研
究
の
資
料
た
り
う
る

の
で
あ
る
。

第
七
に
、
角
筆
で
書
か
れ
た
図
絵
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
種
多
量
の
図
絵
は
、
鎌
倉
時
代
の
風
俗
史
の
新
資
料
と
し
て
も
役
立
つ
も
の
と
恩
わ
・

れ
る
。最
後
に
、
こ
の
宋
版
大
般
若
経
に
角
筆
で
こ
の
よ
う
な
文
字
等
を
書
入
れ
た
意
図
に
つ
い
て
見
る
に
、
巻
第
四
百
十
苗
後
表
紙
に
「
覚
了
、

幻
改
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
覚
え
」
と
し
て
こ
れ
を
書
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
覚
え
」
に
墨
書
を
使
わ
ず
に
、
目
立
ち
難
い
角
筆
の
凹
み
を
使
っ

た
の
は
、
海
彼
大
陸
よ
り
伝
来
の
宋
版
大
般
若
経
と
い
う
貴
重
な
経
典
を
汚
す
ま
い
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
　
校
正
に
際
し
て
佐
々
木
岐
氏
の
教
示
と
助
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

注（
1
）
　
岩
蔵
寺
蔵
の
大
般
若
経
を
世
に
紹
介
さ
れ
た
論
考
に
、
鏡
山
猛
「
九
州
に
伝
来
し
た
宋
代
文
物
拾
遺
」
（
松
崎
寿
和
教
授
退
官
記
念
論
文
集
「
考
古
論
集
」
、

「
九
七
七
年
三
月
）
、
同
「
佐
賀
県
小
城
町
岩
蔵
寺
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」
（
九
州
歴
史
資
料
館
「
研
究
論
集
5
」
、
一
九
七
九
年
三
月
）
が
あ
る
。
特
に

後
者
に
は
、
宋
版
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
、
和
版
に
つ
い
て
の
考
証
に
併
せ
て
、
「
述
文
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
。

「
迩
文
」
と
い
う
の
は
、
本
稿
に
言
う
「
角
筆
の
文
字
・
絵
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
達
文
に
気
づ
か
れ
た
の
は
大
般
若
経
を
寺
に
返
却
す
る
日
の
由
で
、
前
半

に
当
る
三
百
巻
ま
で
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
献
の
角
筆
を
最
初
に
見
付
け
ら
れ
た
の
は
、
九
州
歴
史
資
料
館
の
方
々
で
あ
る
。
筆
者
は

そ
の
功
に
導
か
れ
て
、
巻
三
百
一
以
降
も
併
せ
て
全
巻
の
調
査
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
宋
版
等
の
帖
数
に
つ
い
て
は
尋
者
ら
の
調
査
と
少
異
が
あ
る
。

（
2
）
　
注
1
文
献
で
は
三
十
四
冊
と
数
え
て
い
る
が
、
他
に
巻
第
四
±
「
同
百
三
一
十
二
、
同
百
七
十
七
、
同
二
百
八
、
同
三
百
の
五
帖
に
も
刊
記
が
認
め
ら
れ
る
。

（
3
）
　
小
野
玄
妙
「
南
宋
恩
洪
版
圃
覚
禅
院
大
蔵
と
資
福
禅
寺
大
蔵
」
（
彿
典
研
究
、
夢
二
巻
第
十
八
号
、
昭
和
五
年
十
月
）

（
4
）
　
注
3
文
献
。

（
5
）
　
辻
森
要
情
「
南
禅
大
蔵
政
文
蒐
録
H
」
（
併
典
研
究
、
聖
巻
第
五
号
、
昭
和
四
年
九
月
）
。

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



（6）（7）（8）（9）（10）

（11）（12）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（13）

（14）（15）（16）（17）（18）（19）

注
1
文
献
。

注
3
文
献
。

注
1
文
献
。

注
1
文
献
。

幕
末
頃
に
岩
蔵
寺
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
「
肥
前
国
佐
賀
領
見
聞
誌
」
の
「
岩
蔵
寺
」
の
項
に
「
宋
版
大
般
若
経
あ
り
」
云
々

と
あ
る
記
事
　
（
往
1
文
献
）
、
に
て
知
ら
れ
る
。

高
山
寺
経
蔵
に
は
「
唐
本
一
切
経
目
録
巻
上
、
巻
下
」
二
帖
（
第
四
部
二
〇
八
函
7
号
）
が
現
存
す
る
。
し
か
し
こ
の
本
に
は
奥
書
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
引
用

す
る
の
は
、
小
野
玄
妙
氏
の
注
3
文
献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
小
野
氏
は
「
高
山
寺
旧
蔵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
右
の
唐
本
一
切
経
目
録
と
は
別
本
で
あ
ろ
う
。

高
山
寺
西
経
蔵
に
唐
本
一
切
経
が
当
時
存
し
た
こ
と
は
、
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
（
重
文
第
一
部
2
4
4
号
）
鎌
倉
中
期
書
写
本
（
建
長
目
録
）
に
、

一
切
経
二
部
之
内

一
部
唐
本
納
西
経
蔵
　
刑
部
入
道
波
進

一
部
納
東
経
蔵
　
宰
相
僧
都
其
遍
之
進

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

江
戸
初
期
に
補
写
し
た
巻
の
中
に
は
、
表
紙
に
角
筆
の
文
字
等
の
あ
る
も
の
が
存
す
る
。
こ
れ
は
表
紙
に
宋
版
の
古
表
紙
を
流
用
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、

そ
の
角
筆
の
文
字
の
筆
跡
も
鎌
倉
時
代
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

角
撃
の
凹
み
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
上
に
、
転
読
な
ど
の
手
沢
に
よ
り
そ
の
文
字
が
読
み
難
い
も
の
が
多
く
、
更
に
勿
々
の
調
査
の
た
め
に
、
全
部
を
読

解
し
得
て
い
な
い
。

続
群
書
類
従
巻
第
七
百
四
十
二
所
収
に
よ
る
。

高
城
寺
文
書
、
竜
造
寺
文
書
、
実
相
院
文
書
等
。
「
霊
仙
寺
跡
」
（
東
脊
振
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集
、
佐
賀
県
東
脊
振
村
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
）
。

佐
賀
県
史
料
集
成
所
収
。
高
城
寺
も
河
副
荘
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
高
城
寺
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
妙
性
）

妙
性
は
、
高
城
寺
文
書
の
「
滋
野
長
経
打
波
状
」
に
も
、
「
肥
前
国
河
副
荘
内
高
城
寺
領
、
任
故
備
前
入
道
寄
進
状
井
松
浦
一
族
一
揆
状
之
旨
、
打
渡
寺

家
候
準
、
位
為
後
一
揆
状
如
件
／
貞
和
三
年
二
月
六
日
　
田
所
滋
野
最
経
（
花
押
）
」
と
あ
る
。

佐
賀
県
史
料
集
成
所
収
。



堤
鳩
巣
師
は
、
巻
第
三
百
九
十
九
の
「
天
日
如
来
廠
申
西
に
ゆ
く
虞
」
を
「
天
山
信
仰
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
天
山
」
は
岩
蔵
寺
の
背

後
に
聾
え
る
霊
峰
で
、
天
山
神
宮
は
薬
師
如
来
を
本
地
と
す
る
。

小
林
芳
規
「
高
山
寺
蔵
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
落
文
書
の
研
究
』
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
。

小
林
芳
規
「
角
筆
点
資
料
に
お
け
る
石
山
寺
蔵
本
の
位
置
」
（
『
石
山
寺
の
研
究
－
一
切
経
篇
－
』
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
。

〔
附
〕
　
岩
蔵
寺
蔵
大
般
若
経
巻
次
別
一
覧

巻
一
　
宋
版

二
　
　
〃

三
　
　
〃

四
　
　
〃

五
　
　
〃

L
＼「

′

　

　

　

〝

上

し

　

　

　

〃

一八
　
　
〃

九
　
　
〃

一
〇
　
　
〃

一

一

　

　

〃

一
二
　
　
〃

一
三
　
　
〃

一
四
　
　
〝

一
五
　
　
〃

一
六
　
　
〃

一
七
　
　
〃

一

八

　

”

角
筆
ア
リ
　
朱
・
白
書
訓
点
ア
リ
、
「
ニ

ー
　
　
　
徳
院
常
住
」
墨
書
ア
リ

角
筆
ア
リ

「
二
従
院
常
住
」
墨
書
ア
リ

巻
一
九
二
〇
二
一
二
二
二
三
二
四
二
五
二
六
二
七
二
八
二
九
三
〇
三
一
三
二
三
三
三
四
三
五
三
六

宋
版

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

角
筆
ア
リ

角
撃
ア
リ

「
二
徳
院
常
住
」
墨
書
ア
リ

「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

刊
記
ア
リ
　
角
筆
ア
リ

ー
　
　
　
角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



鎌
　
倉
．
時
　
代
　
語
　
研
、
究

巻
三
七
　
宋
版

三
八
　
　
〃

三
九
　
　
〃

四
〇
　
　
〃

四
一
　
〃

四
二
　
　
〃

四
三
　
　
〃

四
四
　
　
〃

四
五
　
　
〃

四
六
　
　
〃

四
七
　
　
〝

四
八
　
　
〃

四
九
　
　
〃

五
〇
　
　
〃

五
．
一
　
　
〃

五
二
　
　
〃

五
三
　
　
〃

五
四
　
　
〃

五
五
　
　
〝

五
六
　
　
〃

五
七
　
　
〃

五
八
　
　
〃

五
九
　
　
〃

六
〇
　
　
〃

六
一
　
　
〃

1
　
　
角
筆
ア
リ
　
「
二
様
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

刊
記
ア
リ
　
角
筆
ア
リ

ー
　
　
　
角
筆
存
否
未
詳

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

巻
六
二
　
宋
版
　
　
　
－

六
三
　
　
〃

六
四
　
　
〃

六
五
　
　
〃

六
六
　
　
〃

六
七
　
　
〃

六
八
　
　
〝

六
九
　
　
〃

七
〇
　
　
〃

七
一
　
　
〃

七
二
　
　
〃

七
三
　
　
〃

七
四
　
　
〃

七
五
　
　
〃

七
六
　
　
〃

七
七
　
　
〃

七
八
　
　
〃

七
九
　
　
〃

八
〇
　
　
〃

八
一
　
　
〃

八
二
　
　
〃

八
三
　
　
〃

八
四
　
　
〃

八
五
　
　
〃

八
六
　
　
〃

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ



巻
八
七

l
＼
l
＼

ノ

　

ノ

八
九
九
〇
九
一
九
二
九
三
九
四
九
五

．
－
u
一
＼

ヰ
ノ
」
ノ

九
七

つ
u
l
＼

．
↓
ノ
　
ノ

九
九

一
〇
〇

一
〇
一

一
〇
二

一
〇
三

一
〇
四

一
〇
五

一
〇
六

一
〇
七

一
〇
八

一
〇
九

一
一
〇

一

一

一

宋
版

〃〃〃

（
欠
巻
）宋
版

〃

享
保
十
七
年

奥
審
ア
リ

角
撃
ア
リ

角
筆
ア
リ

〃〃〃〃〃〃〃
補

写

　

　

1

宋
版
　
　
　
－

〃〃〃〃〃〃〃〃

〝
（
描
写
ア
リ
）

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
途
中
欠
丁
ア
ル
欺

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
存
否
未
詳

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

1

角

筆

ア

リ

「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

巻

一
二
ニ

〓
四

一
一
五

一
一
六

一
一
七

二
八

一
一
九

一
二
〇

一
二
一

一
二
二

一
二
三

二
一
四

一
二
五

一
二
六

一
二
七

一
二
八

一
二
九

二
ニ
〇

一
三
一

一
三
二

一
三
三

一
三
四

一
三
五

一
三
六

宋
版

〃〃〃γ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
補
写
宋
版

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
撃
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

1

　

　

角

筆

ア

リ

ー
　
　
　
角
筆
ア
リ

1

　

　

角

筆

ア

リ

ー
　
　
　
角
筆
ア
リ

1

　

　

角

筆

ア

リ

ー
　
　
角
筆
ア
リ
　
「
二
徳
院
什
物
」
墨
書
ア
リ

刊
記
・
ア
リ
　
角
筆
ア
リ

角
筆
ア
リ

角
撃
ア
リ
　
巻
尾
欠

角
筆
ア
リ

大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代
の
角
筆
文
字
等
に
つ
い
て



巻
二
二
七

一
三
八

一
三
九

一
四
〇

一
四
一

一
四
二

一
四
三

一
四
四

一
四
五

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
九

一
五
〇

一
五
一

一
五
二

一
五
三

一
五
四

一
五
五

一
五
六

一
五
七

一
五
八

一
五
九

一
六
〇

一
六
一

鎌
　
倉
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